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市長選挙の開票結果（敬称略）

（投票率72.21%）

得票数（票）

23,751

16,517

氏　　名

荻 野 正 直

海 野 利 比 古

当選

　
こ
の
度
の
市
長
選
に
お
き
ま
し
て
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
絶
大
な
る
ご
支
援
を

賜
り
、
笛
吹
市
長
と
し
て
、
引
き
続
き
市
政

を
お
預
か
り
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
10
月
に
笛
吹
市
が
誕
生
し
、
初

代
市
長
就
任
以
来
、
「
清
潔
・
公
平
・
公
正

に
徹
し
、
か
く
し
事
の
な
い
市
政
」
を
信
条

に
、
「
市
民
第
一
主
義
」
を
市
政
推
進
の
基

本
方
針
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
画
と

協
働
に
よ
る
「
快
適
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
二
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
先
10

年
間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
第
一

次
笛
吹
市
総
合
計
画
「
ふ
え
ふ
き
協
奏
曲
第

１
番
」
の
指
揮
者
と
し
て
、
身
を
粉
に
し
て

取
り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
強
い
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
柱
と
し
て
「
み
ん
な
で
奏
で
る
　
に
ぎ

わ
い
　
や
す
ら
ぎ
　
き
ら
め
き
　
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
を
将
来
像
に
、
「
安
心
安
全
で
、
心

豊
か
に
人
々
が
ふ
れ
あ
う
街
」
で
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
歩
一
歩
着
実

に
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
視
点
に
立
っ
た
、

き
め
細
や
か
な
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
り
、

「
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
笛
吹
市
の
発
展
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
格
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

荻野正直氏当選証書を受け取る荻野正直氏

（任期:平成20年11月14日～平成24年11月13日）
50音順・敬称略�

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

得票数
（票）氏　　名

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

2,456

1,914

1,878

1,847

1,810

1,801

1,792

1,588

1,579

1,560

1,545

1,495

1,338

1,253

1,213

1,174

1,128

1,109

1,040

1,017

875

863

308

前 島 敏 彦

上� 野� � 　稔

中 村 正 彦

志 村 直 毅

風 間 好 美

小� 林� 　� 始

大久保� 俊雄

当選 1,774中 村 善 次

降 矢 好 文

龍� 澤　� � 敦

松 澤 　 一

川 村 惠 子

渡 邉 清 美

寳 修

当選

当選

1,334

1,276

内 藤 武 寛

網 倉 正 治

中 川 秀 哉

亀 山 和 子

野 沢 勝 利

新 田 治 江

渡 辺 正 秀

当選

当選

当選

1,103

1,100

1,078

堀 内 文 藏

野澤� 今朝幸

北 嶋 恒 男

飯 田 元 康

神 澤 敏 美

日　� せい子

梅北� まゆみ

市議会議員一般選挙の開票結果（敬称略）
（投票率72.21%）

得票数
（票）氏　　名 得票数

（票）氏　　名 得票数
（票）氏　　名

前 田 初 男

川村　惠子
一宮町坪井1176-5

（2期）

内藤　武寛
八代町増利1919

（2期）

野澤�今朝幸
芦川町中芦川431

（1期）

渡辺　正秀
八代町高家391-1

（2期）

亀山　和子
石和町井戸656-33

（2期）

龍澤　　敦
境川町前間田147-2

（2期）

野沢　勝利
石和町河内182-2

（2期）

渡邉　清美
八代町北3361

（2期）

大久保�俊雄
石和町市部718

（2期）

志村　直毅
石和町東油川172

（1期）

中村　善次
一宮町新巻505

（2期）

前島　敏彦
一宮町東新居1414

（2期）

上野　　稔
石和町四日市場2335-2

（2期）

小林　　始
御坂町大野寺1597

（2期）

中村　正彦
御坂町井之上1321

（1期）

堀内　文藏
御坂町上黒駒5747

（2期）

網倉　正治
石和町唐柏506-1

（1期）

北嶋　恒男
八代町北1617

（1期）

中川　秀哉
石和町市部419

（2期）

降矢　好文
一宮町市之蔵525-1

（2期）

風間　好美
八代町北1093

（2期）

寳　　修
石和町八田355

（2期）

新田　治江
境川町寺尾352-1

（2期）

松澤　　一
春日居町桑戸523

（2期）
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タイヤロック装置による自動車の差し押さえ(例)

山梨県農業まつり農水産業功績者
（果樹部門）
　農水産業振興に功績のあった個人や団
体が表彰されました。
○椚建二郎(八代町南)
○雨宮照彦・栄子(一宮町東原)

山梨県指導農業士
　県では、次代を担う青年農業者などを
育成するとともに、認定後の自主的組織
活動を促進し、資質の向上を図るため、
次の方々を認定しました。
○河野武己(一宮町坪井)
○山下正彦(石和町東油川)
○石原正和(御坂町井之上)
○雨宮　覚(御坂町大野寺)

受賞された功績者の皆さん

平
成
16
年
の
町
村
合
併
か
ら
４
年
を
迎
え
た
笛
吹
市
。

10
月
12
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
市
制
施
行
四
周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
来
賓
、
一
般
招
待
者
な
ど
約

３
０
０
人
が
出
席
し
、
荻
野
市
長
、
中
村
市

議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
市
政
功
績
者

に
表
彰
状
お
よ

び
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典

の
最
後
に
は
御

坂
中
学
校
３
年

生
に
よ
る
合
唱

が
披
露
さ
れ
、

会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

厳粛に行われた式典

■
市
政
功
績
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

中
山�

陽
介

安
永�

和
詩

安
田�

あ
と
り

雨
宮�

正
樹

㈱
小
山
電
気

氏
　
名

御
坂
町
成
田

境
川
町
小
山

芦
川
町
鶯
宿

御
坂
町
大
野
寺

御
坂
町
成
田

住
　
所

２
０
０
８
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
自
転
車

ス
ク
ラ
ッ
チ
レ
ー
ス
で
第
１
位

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
世
界
ユ
ー
ス
選
手
権
大
会

２
０
０
８
シ
ド
ニ
ー
大
会
に
出
場

２
０
０
７
第
20
回
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

重
量
挙
げ
56
キ
ロ
級
で
第
３
位

２
０
０
７
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
重
量
挙
げ

62
キ
ロ
級
に
出
場

功
績
内
容

� 平成17年度� 平成18年度� 平成19年度

市民税� 370,019� 374,595� 425,991

固定資産税� 1,706,080� 1,716,572� 1,781,152

軽自動車税� 24,262� 26,808� 27,339

都市計画税� 176,628� 163,821� 157,366

その他の税� 26,066� 24,910� 25,835

一般会計合計� 2,303,055� 2,306,706� 2,417,683

国民健康保険税� 871,546� 944,016� 1,019,794

差し押さえ財産� 件数

給与� 5

不動産� 61

預貯金� 56

生命保険� 1

その他� 2

　　　計� 125

教
育
振
興
の
た
め
に
多
額
寄
付

　
市
で
は
、
９
月
29
日
に
笛
吹
市
学
校
給
食

検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
内
小
中
学
校
の
学
校
給
食
は
、

共
同
調
理
場
４
カ
所
、
自
校
方
式
に
よ
り
11

校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
委
員
会
は
、

市
内
全
体
の
学
校
給
食
の
適
正
で
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
に
、
諸
問
題
に
つ
い
て
協
議

す
る
も
の
で
す
。

　
第
１
回
の
会
議
で
は
、
11
人
の
方
（
市
内

小
中
学
校
保
護
者
、
校
長
、
教
頭
、
栄
養
士

代
表
、
学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関
な
ど
）

に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
給
食
費
・
給
食
物
資
に
関
す
る
こ

と
や
学
校
給
食
の
調
査
・
研
究
な
ど
に
つ
い

て
、
同
委
員
会
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

より良い給食運営に向けて取り組んでいきます

　税金はまちづくりを支える大切な財源です。

本来、定められた期限までに自主的に申告・納

税されなければならないもので、大部分の市民

の皆さんには、納期限内に自主的に税金を納め

ていただいています。

　しかし、再三の催告にも関わらず納付に応じ

ていただけない滞納者に対しては、税負担の公

平性を確保するため、やむを得ず給与、不動産、

動産（自動車など）、預貯金、生命保険などの

財産の差し押さえを行っています。それらの財

産は、インターネット公売などにより滞納税額

に充てられます。　

　また、場合によっては、職員が滞納者の自宅

などを強制的に捜索して、発見した財産の差し押さえを行うこともあります。

　自主財源の確保と納税の公平・公正性のために、納期限内の納付にご協力をお願いします。

■問合せ先　総務部　収税課　収納担当　☎０５５(２６２)４１１１ 表彰を受けた椚さん(右)と雨宮夫妻

　10月15日、山梨県ＪＡ会館で開催された「第55回山梨県農業まつり式典」の中で、

各種表彰式や認定証授与式が行われ、市内では次の方々が表彰状や認定証を授与されま

した。�(敬称略）
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8
月
9
日
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
柔
道
・
剣
道
を
皮
切
り
に
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
仲

間
と
共
に
各
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
８
月
９
日
）

○
５
・
６
年
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
弘
瀬
・
若
月
　
組（
加
納
岩
）

準
優
勝
　
望
月
・
向
山
　
組（
加
納
岩
）

第
３
位
　
小
池
・
赤
尾
　
組（
石
和
）

　
〃
　
　
奈
良
・
角
田
　
組（
石
和
）

○
６
年
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
深
田
・
相
川
　
組（
境
川
）

準
優
勝
　
三
澤
・
水
上
　
組（
境
川
）

第
３
位
　
小
田
和
・
井
上
組（
加
納
岩
）

　
〃
　
　
鈴
木
・
土
屋
　
組（
加
納
岩
）

○
５
年
生
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
望
月
・
金
丸
　
組（
加
納
岩
）

　
準
優
勝
　
中
村
・
龍
沢
　
組（
境
川
）

　
第
３
位
　
鮒
子
田
・
大
庭
　
組（
石
和
）

　
　
〃
　
　
小
田
川
・
宮
本
　
組（
石
和
）

○
４
年
生
以
下
男
女
の
部

　
優
　
勝
　
古
川
・
雨
宮
　
組（
境
川
）

　
準
優
勝
　
大
久
保
・
山
木
組（
境
川
）

　
第
３
位
　
渡
辺
・
中
村
組（
加
納
岩
）

　
　
〃
　
　
斉
藤
・
福
田
　
組（
石
和
）

■
柔
道(

８
月
９
日)

○
団
体
戦
の
部

《
小
学
校
１
部
》

　
優
　
勝
　
八
代
Ｊ
Ｓ
Ｓ

　
準
優
勝
　
石
和
柔
道
会
Ｂ

　
第
３
位
　
一
宮
町
Ｊ
Ｓ
Ｓ

　
　
〃
　
　
御
坂
・
八
代
・
一
宮
町
合
同

《
小
学
校
２
部
》

　
優
　
勝
　
石
和
柔
道
会
Ａ

　
準
優
勝
　
石
和
柔
道
会
Ｂ

　
第
３
位
　
八
代
Ｊ
Ｓ
Ｓ

　
　
〃
　
　
一
宮
町
Ｊ
Ｓ
Ｓ

○
個
人
の
部

《
中
学
の
部
》

　
優
　
勝
　
小
磯
拓
真（
石
和
中
）

　
準
優
勝
　
弦
間
　
遼（
御
坂
中
）

　
第
３
位
　
雨
宮
昇
平（
御
坂
中
）

　
　
〃
　
　
雨
宮
拓
矢（
御
坂
中
）

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

　
優
　
勝
　
窪
　
秀
幸（
一
宮
）

　
準
優
勝
　
大
川
元
稀（
八
代
）

　
第
３
位
　
石
井
尚
輝（
石
和
）

　
　
〃
　
　
横
瀬
里
基（
八
代
）

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

　
優
　
勝
　
内
藤
大
賀（
御
坂
）

　
準
優
勝
　
菅
野
大
斗（
石
和
）

　
第
３
位
　
田
中
海
聖（
石
和
）

　
　
〃
　
　
関
本
純
也（
石
和
）

■
剣
道（
８
月
９
日
）

○
中
学
生
の
部

　
優
　
勝
　
石
和

　
準
優
勝
　
御
坂

　
第
３
位
　
八
代
、石
和
富
士
見

○
小
学
生
の
部

　
優
　
勝
　
石
和

　
準
優
勝
　
八
代

　
第
３
位
　
一
宮
、石
和
富
士
見

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
９
月
７
日
）

○
６
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
石
和
Ｖ
Ｓ
Ｊ

　
準
優
勝
　
石
和

　
第
３
位
　
一
宮
、八
代

○
５
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
一
宮
Ａ

　
準
優
勝
　
御
坂

○
４
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
石
和
な
か
よ
し

　
準
優
勝
　
石
和
元
気
ッ
ズ

■
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　（
８
月
23
日
）

○
６
年
生
以
下
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
市
川

　
準
優
勝
　
春
日
居

　
第
３
位
　
一
宮
御
坂

○
６
年
生
以
下
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
市
川

　
準
優
勝
　
御
坂

○
５
年
生
以
下
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
市
川

　
準
優
勝
　
春
日
居

　
第
３
位
　
一
宮
御
坂

○
５
年
生
以
下
女
子
の
部
　

　
優
　
勝
　
市
川

　
準
優
勝
　
春
日
居

　
第
３
位
　
御
坂
、一
宮

○
４
年
生
以
下
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
一
宮
御
坂

　
準
優
勝
　
市
川

　
第
３
位
　
春
日
居

○
４
年
生
以
下
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
市
川

　
準
優
勝
　
石
和
御
坂

　
第
３
位
　
一
宮
、春
日
居

■
水
泳（
８
月
23
日
）

○
５
・
６
年
女
子

　
１
０
０
Ｍ
自
由
形

　
　
１
位
　
浅
川
一
二
美

　
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　
　
１
位
　
笹
本
愛
莉

　
25
Ｍ
自
由
形

　
　
１
位
　
渡
辺
沙
保

　
　
２
位
　
吉
岡
真
由

　
　
３
位
　
鎮
目
芹
菜

　
　
４
位
　
桑
原
優
奈

　
25
Ｍ
平
泳
ぎ

　
　
１
位
　
河
西
芽
衣

　
　
２
位
　
依
田
胡
桃

　
　
３
位
　
角
田
佐
恵

　
25
Ｍ
背
泳
ぎ

　
　
１
位
　
萩
原
沙
也
佳

　
　
２
位
　
桑
原
優
奈

　
25
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
１
位
　
笹
本
愛
莉

　
50
Ｍ
自
由
形

　
　
１
位
　
浅
川
一
二
美

　
　
２
位
　
河
西
芽
衣

　
　
３
位
　
依
田
胡
桃

　
50
Ｍ
平
泳
ぎ

　
　
１
位
　
萩
原
沙
也
佳

　
　
２
位
　
鎮
目
芹
菜

　
50
Ｍ
背
泳
ぎ

　
　
１
位
　
渡
辺
沙
保

○
１
・
２
年
女
子

　
25
Ｍ
自
由
形

　
　
１
位
　
雨
宮
華
帆

　
　
２
位
　
安
西
真
輝

　
25
Ｍ
板
ビ
ー
ト

　
　
１
位
　
雨
宮
華
帆

　
　
２
位
　
安
西
真
輝

○
５
・
６
年
男
子

　
25
Ｍ
自
由
形

　
　
１
位
　
高
野
雅
大

○
女
子
２
０
０
Ｍ
自
由
形
リ
レ
ー

　
１
位
　
浅
川
・
萩
原
・

　
　
　
　
笹
本
・
渡
辺

企業訪問の成果が
いかせるといいね

■問合せ先
　市民環境部　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎�055（262）4111

降矢技研(笛吹市境川町)
　女性７人・男性31人が働くネジ製造会社です。13年前、男性だけの職場に初めて女性が応募。

女性労働者に配慮した環境づくりを始めたことが取り組みのきっかけとのことでした。男女の

区別なく能力給を採用していて、本人の申し出で産休・育児休暇・出産後の勤務時間短縮など

ができます。

　社長は、「“男”・“女”という言葉を、なるべく使わないようにしている。能力があれば男女に関

係なく引き上げることでお互いの長所を生かし、結果的に会社の利益につながっている」と話

していました。

下部ホテル(身延町)
　笛吹市内には旅館業が多いことから、下部ホテルに行って来ました。社員とパートが100人

以上働いていますが、勤務時間の関係で地元の雇用がなかなか進まなかったようです。そこで、

子育てが一段落し、家族の理解が得られそうな４５歳以上の女性を積極的に雇用していこうと、

女性の働きやすい職場を目指したことが取り組みのきっかけとのことでした。

　ここでは、女性の管理職登用を積極的に進め、育児休暇の取得の促進やセクシュアルハラス

メントの防止策に力を入れていました。

シラネパック(南アルプス市)
　社員・パートあわせ１０人のダンボール製造会社です。社長は女性で、女性異業種の会での

取り組みも行っています。社長は、以前は団体職員の管理職として活躍していましたが、３人

目の子どもを出産し、職場に復帰すると、「２倍の退職金を支払うので、退職して欲しい」と

言われたそうです。その出来事に心を奮い立たされ、起業しました。この自身の経験から、男

女がともに力を出し合える職場づくりを目指したことが取り組みのきっかけとのことでした。

　この会社では、朝礼の実施や日報の提出で社員の人間形成に努めています。良い労働条件の

確保に努め、男女の区別のない職務内容の決定・評価を行った結果、社員一人ひとりがやる気

を持ち、張り切って仕事をしているそうです。

　県では、男女共同参画を積極的に推進している企業を「男
女いきいき・輝き宣言企業」として登録し、その企業の活動
を県のホームページなどで広く紹介しています。
　職場部会では、男女共同参画に対する企業の先進的な取り
組みを知るため、県男女共同参画宣言企業のうちの３社に話
を伺いました。

市内からもたくさんの
宣言企業が出ればいいわね

笛ちゃん 吹ちゃん
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昨年のスポ少野球教室

信玄堤絵図（県立博物館蔵）

　
ジ
ャ
ズ
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
曲

を
演
奏
し
ま
す
。
小
学
生
金
管
バ
ン
ド
も
出

演
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
日
時
　
12
月
６
日（
土
）午
後
７
時

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館

■
出
演

　
八
代
町
文
化
協
会
軽
音
楽
部

　
八
代
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
八
代
総
合
会
館

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）４
０
１
１

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選
手

が
、
自
主
ト
レ
の
た
め
笛
吹
市
に
や
っ
て
き

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
練
習
見
学
は
参
加
自
由
で
、
参
加
者
に
は

特
典
が
あ
り
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
日
程�

　

○
練
習
見
学

平
成
21
年
１
月
７
日（
水
）〜
14
日（
水
）

（
８
日
間
）

午
前
８
時
30
分
〜
10
時（
予
定
）

春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
ほ
か

※
天
候
に
よ
り
場
所
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
ス
ポ
少
野
球
教
室（
見
学
の
み
）

平
成
21
年
１
月
10
日（
土
）

○
歓
迎
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
21
年
１
月
12
日（
月
）

○
選
手
歓
迎
会

平
成
21
年
１
月
12
日（
月
）午
後
６
時

■
参
加
予
定
選
手

金
子
　
誠
選
手

稲
田
直
人
選
手

金
森
敬
之
選
手

関
根
裕
之
選
手

ほ
か

■
各
イ
ベ
ン
ト

　
参
加
申
込
締
切

　
12
月
26
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
観
光
連
盟
春
日
居
町
観
光
協
会

事
務
局（
市
春
日
居
支
所
　
地
域
課
内
）

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）３
１
１
１

　
甲
府
盆
地
の
村
々
を
、
荒
れ
狂
う
大
河
の

洪
水
か
ら
守
っ
た
信
玄
堤
。

　
戦
国
の
昔
か
ら
幾
度
も
の
工
事
が
積
み
重

ね
ら
れ
、
そ
の
技
術
は
、
甲
斐
国
を
越
え
て

周
囲
の
地
域
の
川
か
ら
川
へ
と
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
本
展
で
は
、
水
害
に
度
々
襲
わ
れ
た
山
梨

の
自
然
の
中
で
、
生
活
を
守
る
た
め
の
治
水

の
技
術
や
信
仰
、
地
域
の
き
ず
な
が
育
ま
れ
、

受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
様
子
を
、
信
玄
堤
を

描
い
た
絵
図
や
武
田
家
の
古
文
書
、
御
幸
祭

（
お
み
ゆ
き
ま
つ
り
）の
絵
図
な
ど
、
貴
重
な

実
物
資
料
を
と
お
し
て
紹
介
し
ま
す
。

■
期
間

12
月
17
日（
水
）〜
平
成
21
年
１
月
19
日（
月
）

○
休
館
日

12
月
26
日
（
金
）
〜
31
日
（
水
）
、
平
成
21
年

１
月
１
日（
木
）・
13
日（
火
）

■
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

○
か
い
じ
あ
む
講
座「
信
玄
堤
と
甲
斐
の
人
々
」

　
平
成
21
年
１
月
11
日（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
県
立
博
物
館
生
涯
学
習
室

○
収
蔵
品
ゆ
か
り
の
地
ツ
ア
ー

　
信
玄
堤
ゆ

か
り
の
地
を

巡
り
ま
す
。

平
成
21
年
１

月
11
日（
日
）

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
4

時
※
午
前
中
は
か

い
じ
あ
む
講

座
に
参
加
し

ま
す
。

※
事
前
申
込
、
参

加
費
が
必
要

で
す
。

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク

平
成
21
年
１

月
２
日
（
金
）・
３
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

〜１
月
10
日（
土
）午
後
3
時
10
分
〜

１
月
11
日（
日
）午
前
11
時
30
分
〜

■
問
合
せ
　
山
梨
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

姥塚古墳（南照院）

　
古
代
甲
斐
国
の
政
治
的
、
宗
教
的
中
心
は
、

武
田
信
虎
が
館
を
甲
府
の
躑
躅
ヶ
崎
（
つ

つ
じ
が
さ
き
）
に
移
す
ま
で
笛
吹
市
に
あ
り
、

市
内
に
は
他
市
に
類
を
見
な
い
よ
う
な
数

の
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
の
多
く
は
集
落
跡
や
水
田
跡
な
ど

庶
民
の
生
活
と
直
結
し
た
も
の
で
す
が
、

中
に
は
地
域
を
支
配
し
て
い
た
豪
族
の
墓
（
古

墳
な
ど
）
や
、
古
代
政
庁
跡
（
国
府
や
国
衙
、

郡
衙
な
ど
）
、
仏
教
関
連
遺
跡
（
寺
本
古
代

寺
院
、
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
な
ど
）
が
あ
り
、

特
に
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
中
心
施
設
で

あ
っ
た
こ
と
の
重
要
性
か
ら
、
「
史
跡
」
に

指
定
さ
れ
、
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
市
内
に
あ

る
史
跡
の
中
か
ら
、
県
の
指
定
史
跡
に
な

っ
て
い
る
御
坂
町
井
之
上
の
「
姥
塚
（
う

ば
づ
か
）
古
墳
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
姥
塚
古
墳
は
、
横
穴
式
石
室
と
呼
ば
れ

る
死
者
を
葬
る
部
屋
を
持
つ
直
径
約
50
メ

ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
ち
ょ
う
ど
お
わ
ん
を

伏
せ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

　
死
者
を
葬
る
石
室
の
長
さ
は
17
メ
ー
ト

ル
以
上
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
は
横
穴
式
の

古
墳
と
し
て
は
東
日
本
で
一
番
、
全
国
で

も
10
本
の
指
に
入
る
程
で
す
。

　
こ
の
横
穴
式
石
室
の
入
り
口
部
分
は
、

一
部
崩
れ
て
し
ま
い
、
正
確
な
長
さ
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
入
り
口
よ
り
も

数
メ
ー
ト
ル
長
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
古
墳
の
周
り
は
幅
約
10
メ
ー
ト

ル
の
溝
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
は
南

照
院
と
い
う
寺
院
の
境
内
に
あ
り
、
そ
の

本
堂
を
建
て
替
え
る
際
に
発
掘
調
査

を
行
い
、
そ
の
溝
の
一
部
を
確
認
、

調
査
し
ま
し
た
が
、
深
さ
は
現
地
表

か
ら
約
２
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
溝
の
土
を
利
用
し
て
、
巨
大
な

古
墳
を
造
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
甲
府
盆
地
の
東
側
に
、
な

ぜ
東
日
本
で
一
番
の
、
全
国
で
10
本

の
指
に
入
る
よ
う
な
極
め
て
大
き
な

古
墳
が
造
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
当
時
を
知
る
人
が
い
な
い
の
で
は

っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
旧
中
道
町
や
笛
吹
市
八
代
町
一

帯
に
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ

る
な
ど
、
古
く
か
ら
強
大
な
力
を
持

っ
た
勢
力
が
甲
府
盆
地
東
側
に
い
た

こ
と
は
確
か
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

地
域
の
豊
か
な
生
産
力
と
中
道
往
還

（
な
か
み
ち
お
う
か
ん
）
、
若
彦
路
、

御
坂
路
と
い
っ
た
古
道
が
も
た
ら
し
た
先

進
地
の
技
術
や
文
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
っ
と
も
、
古
道
が
も
た
ら
し
た
の
は
、

文
化
だ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
強
大
な
軍

事
力
を
持
っ
た
中
央
の
勢
力
を
呼
び
寄
せ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
古
代
甲
斐
の
土
着

の
文
化
は
、
い
つ
の
時
代
か
中
央
勢
力
に

飲
み
込
ま
れ
、
そ
の
勢
力
が
も
た
ら
し
た

都
の
最
新
技
術
と
思
想
、
文
化
に
よ
り
統

制
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
姥
塚
古
墳
の

被
葬
者
も
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
激
変
後
、

こ
の
地
を
任
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
文
化
の
流
れ
が
、
や
が

て
国
分
寺
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
仏
教
文
化
、

春
日
居
町
国
府
や
御
坂
町
国
衙
を
中
心
と

し
た
政
治
の
流
れ
を
生
ん
で
い
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
史
跡
「
姥
塚
古
墳
」
は
、
笛
吹
市
の
歴

史
的
、
文
化
的
財
産
で
あ
り
、
山
梨
県
の

財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
笛
吹
市
に
あ
る
多

く
の
「
史
跡
」
も
、
姥
塚
古
墳
と
同
様
に
、

甲
府
盆
地
の
歴
史
や
文
化
を
解
明
す
る
上

で
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
こ
れ
ら

の
史
跡
の
保
護
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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平成20年の成人式

　
平
成
21
年
笛
吹
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
１
月
11
日（
日
）

　
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
開
式
　
午
前
10
時

■
場
所

○
石
和
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

○
御
坂
会
場

　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
一
宮
会
場

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

○
八
代
会
場
　
八
代
総
合
会
館

○
境
川
会
場
　
境
川
総
合
会
館

○
春
日
居
会
場

　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

○
芦
川
会
場

　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

※
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
笛
吹
市
成
人
式

に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
笛
吹
市
の
成
人
式
は
、
毎
年
、
成
人
の
日

前
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
昔
な
が
ら
の
炭
窯
（
す
み
が
ま
）
を
使
っ

て
、
本
格
的
な
炭
焼
き
技
術
体
験
や
、
観
賞

用
の
花
炭
（
は
な
ず
み
）（
飾
り
炭
）
作
り
を

し
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
者
に
は
、
持
ち
帰
り
用
の
炭
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
日
時
　

○
１
回
目
　
12
月
６
日（
土
）

○
２
回
目
　
12
月
20
日（
土
）　�

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

　
受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
開
催
　
午
前
９
時
〜
12
時

■
集
合
場
所

弦
間
林
業
㈲
駐
車
場

（
御
坂
バ
イ
パ
ス
檜
峯
（
ひ
み
ね
）
神
社
入

口
か
ら
約
１
０
０
ｍ
先
）

こ
こ
か
ら
会
場
ま
で
約
10
分
歩
き
ま
す
。

■
内
容

○
１
回
目

炭
窯
の
中
に
原
木
を
並
べ
た
り
、
花
炭

の
材
料
を
入
れ
ま
す
。

○
２
回
目

炭
窯
か
ら
炭
を
取
り
出
し
、
選
別
と
整

理
を
し
ま
す
。

■
定
員
　
小
学
生
以
上
15
人

■
参
加
費
　
５
０
０
円（
材
料
費
、
保
険
代
）

■
服
装
・
持
ち
物

汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
運
動
靴
、
マ
ス
ク
、

軍
手

花
炭
材
料
（
ミ
カ
ン
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、

松
か
さ
、
い
が
栗
、
木
の
実
な
ど
、
か

た
め
の
物
で
幅
10
㎝
×
長
さ
20
㎝
以
内

の
も
の
２
点
以
内
）

　
秋
の
七
草
の
一
つ
で
あ
る
ク
ズ
の
つ
る
を

使
っ
た
か
ご
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
12
月
７
日（
日
）

　
受
付
　
午
前
９
時
〜

　
開
催
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

■
定
員
　
20
人

■
参
加
費
　
５
０
０
円（
材
料
費
）

■
持
ち
物
　
つ
る
が
切
れ
る
手
ば
さ
み
、
エ

プ
ロ
ン
、
新
聞
紙
３
〜
４
枚

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信
講
座

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
案
内
書
は
無
料
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
内
容

生
涯
学
習
通
信
講
座

（
趣
味
か
ら
資
格
ま
で
全
２
０
０
コ
ー
ス

以
上
）

■
申
込
受
付
期
間
　
通
年

■
問
合
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１

　
無
料
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０（
０
６
）８
８
８
１

■問合せ先
市教育委員会生涯学習課
　☎０５５（２６１）３３３９
御坂支所地域課
　☎０５５（２６２）２２７１
一宮支所地域課
　☎０５５３（４７）１１１１
八代支所地域課(八代総合会館)
　☎０５５（２６５）４０１１
境川支所地域課(境川総合会館)
　☎０５５（２６６）２０１４
春日居支所地域課
　☎０５５３（２６）３１１１
芦川支所地域住民課
　☎０５５（２９８）２１１１

　
防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
平
成
21
年
３
月
採

用
予
定
の
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
陸
上
（
技
術
系
を
除
く
）
は
２
年
、
海
上
・

航
空
は
、
３
年
を
１
任
期
（
以
降
２
年
を
１

任
期
）
と
し
て
任
用
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

■
試
験
に
つ
い
て

○
試
験
日
　
12
月
16
日（
火
）

○
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
　
北
富
士
駐
屯
地

○
内
容
　
筆
記
試
験
・
作
文
・
口
述
試
験
・

身
体
検
査
・
適
性
検
査

■
応
募
締
切

　
12
月
15
日（
月
）ま
で

■
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
　
本
部

　
☎
０
５
５（
２
５
３
）１
５
９
１

　
こ
の
講
座
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
の
基
礎
知
識
や
技
能
を
習
得
し
、
介
護
分

野
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
21
年
１
月
20
日（
火
）〜
３
月
５
日（
木
）

（
土
、
日
を
除
く
22
日
間
）

■
場
所
　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

お
お
む
ね
60
歳
台
前
半
で
雇
用
・
就
業

を
希
望
さ
れ
る
方

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
20
人

■
申
込
締
切
　
12
月
22
日（
月
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

・（
社
）笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
２)

０
０
９
９

・（
社
）山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会

　
☎
０
５
５（
２
２
８
）８
３
８
３

　
市
で
は
、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
体

験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
者
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
平
成
21
年
１
月
25
日（
日
）

　
現
地
集
合
　
午
前
８
時

■
場
所
　
カ
ム
イ
み
さ
か
ス
キ
ー
場

■
定
員

○
ス
キ
ー
　
　
　
　
１
０
０
人

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
　
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
費

○
小
学
生
　
１
８
０
０
円

○
大
　
人
　
２
５
０
０
円

※
レ
ン
タ
ル
代
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
時
に
、
参
加
費
・
レ
ン
タ
ル
代

を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
受
付
）

■
申
込
受
付
期
間

12
月
８
日（
月
）〜
平
成
21
年
１
月
９
日（
金
）

期
日
厳
守

■
協
力

笛
吹
市
ス
キ
ー
連
盟
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

協
会

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
８

　
若
者
の
就
職
活
動
支
援
の
た
め
県
が
設
置

し
た
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」
で
は
、

就
職
を
控
え
た
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
に
、

就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
県

内
就
職
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
12
月
７
日（
日
）

　
受
付
　
午
後
１
時
〜
　

　
開
催
　
午
後
１
時
30
分

■
場
所

（
財
）山
梨
県
甲
府
・
国
中
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
「
か
い
て
ら
す
」
２
階

大
会
議
室

（
甲
府
市
東
光
寺
３
―
13
―
25
）

■
対
象
　
大
学
生
な
ど
新
卒
者
の
保
護
者
や

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
関
心
が
あ
る
方

■
内
容

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
就
職
を
控
え
た

子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
護
者
の
役
割
」

■
講
師
　
宇
賀
田
栄
次
氏
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
仕
事
楽
（
し
ご

と
が
く
）ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）　

■
参
加
費
　
無
料

　
参
加
す
る
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し

　
☎
０
５
５（
２
３
３
）４
５
１
０
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日
本
の
山
間
部
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
炭
焼
き
の
伝
統
技
術
が
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
り
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
甲
州
市
大
和
町
・
日
川
渓
谷
沿

い
で
は
、
現
役
の
炭
焼
き
師
が
今
で
も
良
質

の
炭
を
焼
き
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
で
本
格
的
な
炭
焼
き
理
論
を
学

び
、
そ
の
技
術
を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
12
月
９
日（
火
）〜
11
日（
木
）

（
１
日
ま
た
は
２
日
間
だ
け
の
参
加
も
可
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所

○
甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校
（
甲
州
市
大
和

町
田
野
１
１
６
）

○
甲
州
市
大
和
町
内
の
炭
焼
き
窯

■
内
容

本
格
炭
窯
（
す
み
が
ま
）
体
験
、
炭
焼

き
理
論
座
学
講
座
、
炭
俵
（
す
み
だ
わ
ら
）

作
り
な
ど

■
講
師

○
平
山
金
吾
氏（
現
役
炭
焼
き
師
）

○
岡
部
和
臣
氏（
元
山
梨
県
木
炭
審
査
員
）　

■
受
講
料
　
無
料
（
宿
泊
滞
在
費
は
自
己
負

担
・
宿
泊
場
所
に
つ
い
て
は
応
相
談
）

■
定
員
　
20
人

■
申
込
締
切
　
12
月
３
日（
水
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

森
づ
く
り
推
進
課

林
業
自
然
保
護
担
当（
堀
内
、
川
口
）

☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
２
１

　
ぴ
ゅ
あ
総
合
の
12
月
の
お
す
す
め
講
座
を

ご
案
内
し
ま
す
。
開
催
場
所
は
、
い
ず
れ
も

ぴ
ゅ
あ
総
合
で
す
。

■
日
時

　
12
月
２
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時�

■
講
師
　
平
木
典
子
氏
（
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
第
一
人
者
。
臨
床
心
理
士
・

家
族
心
理
士
・
東
京
福
祉
大
学
大
学
院

教
授
・
統
合
的
心
理
療
法
研
究
所
所
長
）

■
参
加
　
無
料�

■
定
員
　
50
人（
先
着
順
）

※
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
自
分
の
気
持
ち
を

適
切
に
表
現
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
術
の
こ
と
で
す
。�

■
日
時

　
12
月
６
日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時�

■
講
師
　
岡
野
幸
江
氏（
法
政
大
学
講
師
）

■
参
加
　
無
料�

■
日
時

　
12
月
26
日（
金
）午
前
10
時
〜�

■
講
師

　
清
水
一
幸
氏（
日
本
古
流
家
元
顧
問
）

■
材
料
費
　
２
０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

■
定
員
　
30
人�

■
持
ち
物

は
さ
み
・
剣
山
・
花
器
ま
た
は
そ
の
代

用
に
な
る
器
・
花
持
ち
帰
り
用
の
新
聞

紙
な
ど�

■
申
込
・
問
合
せ
先

ぴ
ゅ
あ
総
合
　
県
立
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５（
２
３
５
）４
１
７
１

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き
が
行
っ
て
い

る
障
害
者
支
援
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
福
祉
機
器
貸
し
出
し

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
、

車
い
す
な
ど
中
古
の
福

祉
機
器
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

○
声
の
広
報
発
行

　
市
内
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
ご

協
力
で
、
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
広

報
紙
の
内
容
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、

視
覚
障
害
者
の
方
へ
声
の
広
報
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
み
先

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
地
域
事
務
所

　■
問
合
せ
先
　

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

地
域
課

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
２
４
０

○
点
訳
サ
ー
ビ
ス

　
視
覚
障
害
を

お
持
ち
の
方
へ

の
情
報
提
供
の

た
め
に
、
点
字

資
料
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

○
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
奉
仕
員
派
遣

　
聴
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
、

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
奉
仕
員
の
派

遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
ご
希
望
の

場
合
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）１
７
７
７

　
県
で
は
、
心
身
障
害
者
の
方
で
、
次
に
該

当
す
る
方
の
自
家
用
自
動
車
燃
料
費
を
、
県

心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業
に
よ

り
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

○
平
成
20
年
度
分
の
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

○
平
成
21
年
度
か
ら
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方
で
、
障
害
の
程
度
が
次
に
該

当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が
１
級
ま

た
は
２
級

・
療
育
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障
害
の
程
度

が
Ａ
―
１
、
Ａ
―
2a
、
Ａ
―
2b
ま
た
は

Ａ
―
３

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
特

別
項
症
、
第
１
項
症
ま
た
は
第
２
項
症

■
助
成
金

「
対
象
期
間（
月
数)

×
50
ℓ
」
ま
た
は
「
実

際
の
購
入
量
」
の
少
な
い
方
（
助
成
対
象

量
）
に
、
１
ℓ
あ
た
り
ガ
ソ
リ
ン
な
ら
40

円
、
軽
油
な
ら
18
円
を
乗
じ
た
額

■
対
象
燃
料
費

税
の
減
免
を
受
け
た
自
動
車
ま
た
は
軽

自
動
車
で
消
費
す
る
た
め
、
平
成
20
年

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
購
入

し
た
燃
料

（
た
だ
し
、
期
間
の
途
中
で
税
の
減
免
の

手
続
き
を
し
た
場
合
は
、
手
続
き
を
し

た
翌
月
分
か
ら
が
対
象
で
す
）

■
請
求
書
は
事
前
に
受
け
取
り
を

　
福
祉
総
務
課
や
各
支
所
、
ま
た
は
県

峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
の
福
祉
課
に
関

係
書
類
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
請
求
受
付
前
に
、
ご
本
人
ま
た
は
家

族
な
ど
が
書
類
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

・
記
入
し
た
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃

料
費
助
成
金
請
求
書

・
販
売
店
で
証
明
さ
れ
た
支
払
証
明
書
、
ま

た
は
助
成
金
請
求
者
の
氏
名
が
記
載
さ

れ
た
領
収
書
を
添
付
し
た
購
入
量
計
算

書
・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
の
い
ず
れ
か

　（「
減
免
申
請
済
」
と
押
印
が
あ
る
も
の
）

・
印
か
ん
、
減
免
車
の
車
検
証
、
請
求
者
の

預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
不
可
）

　
下
記
の
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し

な
い
場
合
に
は
、
助
成
金
の
支
払
い
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課

〒
４
０
５
―
０
０
０
３
　

山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
―
１

東
山
梨
合
同
庁
舎
内

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
５
０

　
℻
０
５
５
３（
２
０
）２
７
５
４

・
市
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
１

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
運
動

で
き
る
市
内
運
動
施
設
情
報
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、
市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
掲
載
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が

実
際
に
歩
い
て
い
る
市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
マ
ッ
プ
作
り
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
次
の
こ
と
に

つ
い
て
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

①
現
在
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
コ
ー
ス(

で

き
る
だ
け
具
体
的
に)

②
距
離
や
歩
数(

分
か
る
場
合
だ
け)

③
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
理
由

④
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先�

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

成
人
保
健
担
当

　
☎
０
５
５(

２
６
１)

１
９
０
１

　
℻
０
５
５(

２
６
２)

１
２
７
２

※都合により会場に来られない場合は、県峡東保健福祉事務所で、平成21年１月14日(水)から30日(金)まで随
時受け付けます。

県峡東保健福祉事務所福祉課宛に郵送してください。
１月14日(水)～30日(金)までの消印のあるものが有効です。

日　程 場　所 受付時間

持
　
参

郵
送

平成21年１月14日(水)�

１月16日(金)� 甲州市民文化会館�

１月22日(木)� 学びの杜みさか�

１月23日(金)� スコレーセンター�

１月27日(火)� 東山梨合同庁舎１０１会議室

山梨市役所西館１０１会議室

午前10時～12時

午後１時～３時
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
冬
に
流
行
す
る
こ

と
が
多
い
病
気
で
す
。
全
身
に
高
熱
・
頭
痛
・

筋
肉
痛
な
ど
の
強
い
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、

感
染
力
が
と
て
も
強
い
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
の
一
つ
は
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
」
で
す
。
た
だ
し
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
後
２

週
間
た
た
な
い
と
、
効
果
が
表
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
本
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
急
に
医
療
機
関
に
行

っ
て
も
、
接
種
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
今
年
の
冬
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
ご
希
望

の
方
は
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
・
最
寄

り
の
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
な
お
、
65
歳
以
上
の
方
と
、
60
歳
か
ら
64

歳
で
心
臓
な
ど
の
疾
患
に
よ
り
身
の
回

り
の
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
な

ど
に
は
、
公
費
に
よ
る
一
部
補
助
が
あ

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

成
人
保
健
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

　
市
で
は
、
平
成
21
年
度
の
学
童
保
育
利
用

を
希
望
す
る
児
童
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
学
童
保
育
で
は
、
帰
宅
し
た
児
童
を
保
護

者
・
親
族
な
ど
が
面
倒
を
み
ら
れ
な
い
場
合

に
、
児
童
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

※
な
お
、
現
在
利
用
中
の
方
も
申
請
が
必
要

で
す
。

■
申
請
受
付
期
間

12
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）期
間
厳
守

（
土
・
日
を
除
く
）

※
期
間
後
の
申
請
は
、
「
待
機
」
扱
い
に
な

り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
児
童
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
課
、
各

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
で
配
布
す
る
申
請
書

に
記
入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
受
付
場
所
は
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
ご

と
に
異
な
り
ま
す
。

■
対
象
児
童

　
市
内
の
小
学
校
に
在
学
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
が
対
象
で
す
。

①
保
護
者
が
就
労
の
た
め
、
児
童
が
帰
宅
し

て
も
他
に
保
護
者
に
代
わ
る
者
が
い
な

い
３
年
生
以
下
の
児
童

②
保
護
者
の
出
産
、
傷
病
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に
保
護
者
ま

た
は
保
護
者
に
代
わ
る
者
が
い
な
い
３

年
生
以
下
の
児
童

③
ほ
か
、
市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
児
童

※
な
お
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
利
用
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
実
施
期
間

平
成
21
年
４
月
１
日（
水
）〜

平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）

■
保
育
時
間

○
小
学
校
の
平
日
授
業
日

　
下
校
時
〜
午
後
６
時
30
分

○
小
学
校
の
平
日
休
業
日
（
学
校
行
事
振
替

休
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み
期
間
な
ど
）

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
閉
館
）

※
災
害
な
ど
で
学
校
が
休
校
す
る
場
合
、
保

育
を
実
施
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
負
担
金

児
童
１
人
に
つ
き
月
２
０
０
０
円

（
た
だ
し
、
保
護
者
な
ど
の
所
得
状
況
に

よ
り
、
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
学
童
保
育
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
申

請
を
受
け
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
や
学
童

保
育
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
お
や
つ
は
原
則
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課

児
童
家
庭
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

ま
た
は
各
支
所

○児童課・各支所住民課　午前８時30分～午後５時30分
○各学童保育クラブ　　　児童下校時～午後６時30分

� 名　称� 所在地� 定員� 　　　　　　　申請書受付場所

�石和南小学童保育クラブ� 石和南小学校内　　　　　� ��80

�石和東小学童保育クラブ� はなぶさふれあい児童館内� ��50

�石和北小学童保育クラブ� 石和北小学校内　　　　　� ��50� 児童課・各学童保育クラブ

�富士見小学童保育クラブ� 富士見小学校内　　　　　� ��90

�石和西小学童保育クラブ� 石和西小学校内　　　　　� ��80

�御坂学童保育クラブ　　� 御坂児童センター内　　　� 100� 御坂支所住民課・御坂学童保育クラブ

�一宮学童保育クラブ　　� 一宮児童館内　　　　　　� ��95� 一宮支所住民課・一宮学童保育クラブ

�八代学童保育クラブ　　� 八代児童センター内　　　� ��90� 八代支所住民課・八代学童保育クラブ

�境川学童保育クラブ　　� 境川児童館内　　　　　　� ��70� 境川支所住民課・境川学童保育クラブ

�かすがい学童保育クラブ� 春日居児童センター内　　� ��50� 春日居支所住民課・かすがい学童保育クラブ

受付時間

　
お
子
さ
ん
は
、
何
時
に
起
き
て
、
何
時
に

眠
り
ま
す
か
。
成
長
に
伴
い
、
毎
日
の
生
活

リ
ズ
ム
に
変
化
が
出
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
規
則
正
し
い
生
活
の
リ
ズ
ム
は
、
子
ど
も

の
成
長
・
発
達
の
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。

基
本
的
な
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
健
康
的
に

毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
早
起
き
・
早
寝

②
三
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

③
昼
間
は
活
動
的
に
動
く

　
市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
、
「
生
活
の

様
子
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
し
て
、
乳
幼
児
健
診

を
受
け
る
方
に
起
床
・
就
寝
時
間
を
お
伺
い

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
を
見
る
と
、
１
歳
６
カ
月
児

健
診
で
は
、
グ
ラ
フ
１
の
よ
う
に
、
平
成

17
年
度
に
比
べ
て
平
成
19
年
度
は
、
午
前

７
時
ま
で
に
起
床
す
る
お
子
さ
ん
の
割
合
が
、

14
・
６
％�

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
フ

２
の
よ
う
に
、
夜
９
時
ま
で
に
就
寝
す
る

お
子
さ
ん
の
割
合
が
、
12
・
６
％�

増
え
て
い

ま
す
。

　
早
起
き
を
す
る
と
、
朝
食
も
し
っ
か
り
食

べ
ら
れ
、
排
便
を
済
ま
せ
て
か
ら
出
か
け
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
日
中
は
活
発
に
動
き
、

夜
は
早
く
寝
る
こ
と
で
十
分
な
睡
眠
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
生
活
リ
ズ
ム
」
を
整
え
る

こ
と
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
に
と
っ

て
も
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
妊
娠
中
の
方
に
も
早
起
き
・
早

寝
の
大
切
さ
を
お
話
し
て
い
ま
す
。
出
産
後
、

子
育
て
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
生
活
リ

ズ
ム
を
直
す
の
は
大
変
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
家
族
み
ん
な
の
「
生
活
リ
ズ

ム
」
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

起
床
時
間
を
早
く
す
る
コ
ツ
は･･･

１
カ
月
く
ら
い
か
け
て
、
数
分
ず
つ
徐
々

に
早
く
起
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
母
子
保
健
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

睡眠はとても大切です。
睡眠で、生活リズムのバランスを保ちます。
睡眠中に出る主なホルモンなどは…
・尿を濃くする……………「抗利尿ホルモン」
・骨や筋肉をつくる………「成長ホルモン」
・心をリラックスさせる…「メラトニン」
・怒りをおさえる…………「セロトニン」
・風邪などを予防する……「免疫力」

体内時計　25時間
地球時間　24時間

「朝の光」を浴びることは
このズレを直すことに役
立ちます。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％10％ 30％ 50％ 70％ 90％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％10％ 30％ 50％ 70％ 90％

H19

H17

H19

H17 51.6 29.2 19.2

66.2 27.2 6.6

46.0 35.2 18.8

58.6 36.5 4.9

午前7時までに起きる
7時過ぎから8時
までに起きる

8時過ぎて起きる

午後9時までに眠る
9時過ぎから10時
までに眠る

10時過ぎて眠る

1歳6カ月児の起床時間（平成17・19年度�生活の様子アンケートより）

1歳6カ月児の就寝時間（平成17・19年度�生活の様子アンケートより）
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
い
ち
の
み

や
主
催
で
、「
親
子
体
操
＆
マ
マ
友
づ
く
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象

在
宅
で
子
育
て
中
の
親
子
（
歩
く
前
ま
で

の
お
子
さ
ん
）25
組

■
日
時
　
12
月
17
日（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
内
容

○
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
親
子
体
操

○
絵
本
・
紙
芝
居

○
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物

　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
・
飲
み
物

※
申
込
受
付
は
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
０
５
５（
２
６
１
）０
２
１
８

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
行
う
表
現
活

動
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、
親
子

の
健
全
な
心
と
体
を
育
て
ま
す
。

　
ま
た
、
専
門
家
の
先
生
が
、
育
児
・
食
事
・

子
ど
も
の
心
や
体
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
と

と
も
に
、
保
護
者
の
心
配
事
に
つ
い
て
の
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
３
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

■
日
時
・
場
所

○
平
成
21
年
１
月
21
日（
水
）・
28
日（
水
）、

２
月
18
日（
水
）、
３
月
11
日（
水
）・
18
日

（
水
）　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

○
２
月
４
日（
水
）・
25
日（
水
）、
３
月
４
日

（
水
）　
清
流
館

全
８
回
で
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

■
講
師

○
川
上
琴
美
先
生
（
山
梨
学
院
短
期
大
学
保

育
科
教
授
）

○
中
込
ま
ゆ
み
先
生
（
山
梨
学
院
短
期
大
学

食
育
推
進
室
課
員
）

○
藤
原
千
恵
美
先
生
（
山
梨
学
院
大
学
付
属

小
学
校
教
諭
・
健
康
運
動
指
導
士
）

■
定
員
　
20
組

■
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履
き
（
お

子
さ
ん
用
と
保
護
者
用
）
、
水
筒
、
タ
オ

ル
■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 時　間

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 時　間

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 時　間

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 時　間

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 時　間

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 時　間

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 時　間

石
　
和

公

公

公

公

公

私

広域

石和第一保育所

石和第二保育所

石和第三保育所

(指定管理者)

石和第四保育所

石和第五保育所

わかば保育園

石和町八田249

石和町四日市場2210

石和町中川330

石和町小石和1

石和町松本181-1

石和町市部693-5

��80

150

��90

210

��60

��30

御
　
坂

公

公

公

公

私

広域

御坂東保育所

御坂西保育所

御坂北保育所

御坂葵保育所

英保育園

御坂町下黒駒2122

御坂町夏目原870

御坂町金川原380

御坂町大野寺667

御坂町成田692

45

90

75

90

60

公

私

私

公

広域

八
　
代

八代花鳥保育所

八代保育園

博愛保育園

八代御所保育所

八代町竹居2127

八代町南931

八代町北1762

八代町米倉37

��45

120

120

��60

私

広域

境
川

境川保育園 境川町小黒坂1640-1 150

私

私

私

私

私

広域

一
　
宮

木の花保育園

都保育園

相興保育園

あさま保育園

一宮保育園

一宮町一ノ宮1684

一宮町本都塚117

一宮町中尾949

一宮町金沢227-36

一宮町東原410

60

45

60

60

90

公

公

広域

春
日
居

かすがい西保育所

かすがい東保育所

春日居町熊野堂243-3

春日居町加茂319

100

100

公

広域

芦
川

芦川へき地保育所 芦川町上芦川133-2 30

　お子さんの保育所(園)への入所を希望される方の申込受付を行います。

■入所(園)要件　保護者の就労や出産・病気、病人の看護などのため、家庭で保育できないと認められる児童

■申込受付について　一覧表の日程で受け付けます。申込書に必要書類を添付して提出してください。

住所が石和地区で、市外の保育園の申し込み

1月5日（月）
19日（月）
20日（火）

AM8:30
～PM7:00

児童課

住所が御坂地区で、市外の保育園の申し込み

1月6日（火）

1月7日（水）

AM8:30
～PM6:00 御坂支所��住民課

住所が一宮地区で、市外の保育園の申し込み

1月8日（木）

1月9日（金）

AM8:30
～PM6:00

一宮支所��住民課

1月13日（火）

�1月14日（水）住所が境川地区で、市外の保育園の申し込み

AM8:30
～PM6:00

境川防災センター

住所が八代地区で、市外の保育園の申し込み

�1月15日（木）

1月16日（金）

AM8:30
～PM6:00

八代支所��住民課

住所が春日居地区で、市外の保育園の申し込み

1月6日（火）

1月7日（水）

AM8:30
～PM6:00�

春日居支所��住民課

住所が芦川地区で、市外の保育園の申し込み

1月9日（金）
AM8:30
～PM6:00

芦川へき地保育所また
は芦川支所地域住民課

芦川支所地域住民課

○各保育所の受付日に来られない場合は、上記受付日のうちの都合の良い日時・場所にお申し込みください。
○上記受付日に申込書を提出できない場合は、児童課保育所担当または各支所住民課で随時受け付けます。
　その場合の受付時間は、原則として午前８時30分から午後５時30分までです。なお、状況によっては夕方の時間外受

付も可能ですので、事前に担当へご相談ください。

■申し込み時の注意事項

○入所(園)要件に該当していないと、入所できません。

○申込受付時に聞き取りをしますので、保護者または児童の家庭状況などが分かる方が、提出に来てください。

○入所案内に記載されている各種証明が必要となりますので、申込受付までに証明を受けておいてください。

○書類不足の場合は受理できません。

○添付資料のうち、「税の証明」を税務課へ申請する場合、本人以外は委任状が必要になります。

※保育条件、定員などにより、希望する保育所(園)に入所できない場合もあります。

■問合せ先　保健福祉部　児童課　保育所担当　☎０５５(２６１)１９０４
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☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先

　
今
年
４
月
か
ら
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
保
険
料
は
、
基
本
的
に
年
金

か
ら
特
別
徴
収
（
い
わ
ゆ
る
天
引
き
）
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
年
金
受
給
額
が
年
間
18
万
円
未

満
の
方
や
介
護
保
険
料
と
長
寿
医
療
保
険
料

の
合
算
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
以
上

に
な
っ
て
し
ま
う
方
な
ど
は
、
納
付
書
で
納

め
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
に
行
わ
れ
た
国
の
特
別
軽
減

対
策
な
ど
で
保
険
料
額
が
変
更
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
も
、
年
度
途
中
か
ら
普
通
徴
収
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、「
つ
い
う
っ
か
り
し
て
い
た
」、

「
気
が
つ
か
な
か
っ
た
」
、
「
国
民
健
康
保
険

で
口
座
振
替
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
長
寿
医

療
保
険
料
も
引
い
て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て

い
た
」
な
ど
の
理
由
で
、
保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
し
ま
う
方
が
い
ま
す
。

　
今
一
度
、
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
納
め
忘
れ
た
方
に
も
、
納
期
限

の
翌
月
20
日
に
督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

納
付
状
況
が
ご
不
明
な
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
長
寿
医
療
保
険
料
第
６
期
の
口
座
振

替
日
は
12
月
25
日
で
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

高
齢
者
医
療
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得
・
喪
失
し
た

場
合
は
、
そ
の
後
14
日
以
内
に
本
人
が
手
続

き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
加
入
手
続
の
場
合

退
職
証
明
書
な
ど
社
会
保
険
脱
退
を
証

明
す
る
書
類
・
印
か
ん

○
喪
失
手
続
の
場
合

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
・
印

か
ん
・
笛
吹
市
の
国
民
健
康
保
険
証

■
次
の
場
合
は
ご
注
意
を

○
職
場
の
保
険
を
や
め
て
国
保
に
加
入
す
る

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

　
社
会
保
険
の
資
格
が
無
く
な
っ
た
日

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
、
保
険
税
も
資
格
が
発
生

し
た
月
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
最
大
３
年
間
分
）

○
職
場
の
保
険
に
加
入
し
て
国
保
を
喪
失
す

る
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

　
健
康
保
険
の
二
重
加
入
に
な
っ
て
し

ま
い
、
国
保
税
と
会
社
の
保
険
料
が
二

重
に
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
間
違
え
て
国
保
の
保
険
証
で

病
院
に
か
か
っ
て
し
ま
う
と
、
後
で
そ

の
分
の
医
療
費
を
国
保
に
返
還
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
（
口
座
振
替
日
）

は
、
７
月
か
ら
毎
月
月
末
（
土
日
・
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
第
６

期
の
口
座
振
替
日
は
、
12
月
25
日
（
納
期
限

は
1
月
5
日
）
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

＊
対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契
約
医

療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。
接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く

確
認
し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票

の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持

ち
の
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。�

通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平 成 2 0 年 9 月 生 ま れ

平成19年12月生まれ

平成9年12月生まれ

現在見合わせています

　社会保険事務所等の職員を装った不審な訪問や電話などの照会が発生しています。社会保険庁や社

会保険事務所等の職員が指定口座に現金の振り込みを依頼したり、社会保険の手続きのための手数料

として現金を徴収したりすることはありません。

　不審な訪問者や電話などによる照会があった場合は、その場で対応せずに、相手の所属と氏名、連

絡先を確認し、お近くの社会保険事務所などへお問い合わせください。

■問合せ先　甲府社会保険事務所　☎０５５（２５２）１４３１

　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
は
、
１
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、

11
月
上
旬
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず

こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
の
は
、
平
成
20

年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
で
す
。

　
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年
初

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
は
、
平
成
21
年
２
月
に
送
付
さ
れ

る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ
先

国
民
年
金
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
の
方
は

☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
４
４

　
現
在
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
分
割
で

お
支
払
い
中
の
方
は
、
支
払
方
法
を
一
括
納

付
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
分
割
納
付
の
場
合
、
年
４
回
支
払
い
で
報

奨
金
が
付
き
ま
せ
ん
が
、
一
括
納
付
の
場
合

は
、
ま
と
め
て
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く
た

め
報
奨
金
が
付
き
ま
す
。

■
変
更
で
き
る
方

○
過
去
に
未
納
が
な
い
方

平
成
21
年
度
以
降
の
一
括
納
付
を
希
望

す
る
場
合
は
、
平
成
20
年
度
分
を
含
む

過
去
に
未
納
が
な
い
方

○
６
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
に
完
納
で
き
る

方　
一
括
納
付
支
払
期
間
は
、
毎
年
６
月

１
日
か
ら
14
日
ま
で
で
す
。
こ
の
期
間

を
１
日
で
も
過
ぎ
る
と
、
報
奨
金
の
つ

か
な
い
分
割
納
付
扱
い
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

※
な
お
、
平
成
21
年
度
は
、
６
月
14
日
が
日

曜
日
に
あ
た
る
た
め
、
支
払
期
間
は
６

月
１
日
か
ら
12
日
ま
で
と
短
く
な
り
ま
す
。

　「
支
払
っ
て
あ
る
か
ど
う
か
…
」
な
ど
、

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
変
更
手
続
き
方
法

　
手
続
き
は
電
話
で
で
き
ま
す
。

　
そ
の
際
、
氏
名
や
通
知
書
番
号
（
ま
た

は
受
益
者
番
号
）
、
過
去
に
未
納
が
な
い

か
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

―
　

受
益
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け

出
を
　

―

　
受
益
者
の
住
所
や
受
益
者
が
変
わ
っ
た
場

合
に
届
け
出
が
な
い
と
、
通
知
が
届
か
な
い
、

新
受
益
者
で
は
な
く
旧
受
益
者
に
負
担
金
が

か
か
る
な
ど
、
受
益
者
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
す
る
書
類

○
住
所
変
更
の
場
合

下
水
道
事
業
受
益
者
（
納
付
管
理
人
）

住
所
（
居
所
・
事
務
所
）
変
更
届

○
受
益
者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

　
下
水
道
事
業
受
益
者
異
動
届
出
書

　
な
お
、
受
益
者
決
定
後
、
負
担
金
納
付
途

中
で
の
売
買
や
受
益
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
新
受
益
者
が
旧
受
益
者
の
負
担
金
納

付
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

公
営
企
業
部
　
下
水
道
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
７
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12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
「
第
60
回
人

権
週
間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
い
じ
め
や
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問

題
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
す
る
と
と
も
に
、

人
権
侵
犯
事
件
の
被
害
者
救
済
を
図
り
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
で
、
相
談
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
５
日（
金
）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
市
民
環
境
部

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
結
婚
相
談
所
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
5
日（
金
）・
21
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
２
階
会
議
室

※
当
日
、
結
婚
相
談
者
の
登
録
を
行
う
場
合

は
、
印
か
ん
・
Ｌ
版
の
顔
写
真
（
本
人
が

一
人
で
写
っ
て
い
る
も
の
）が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
８

　
お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
、
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、

視
覚
に
問
題
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
支
援
し
て

い
る
方
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

12
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所
　
山
梨
県
立
盲
学
校
　

■
相
談
料
　
無
料

■
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
受

付
）

※
な
お
、
こ
の
相
談
会
は
本
校
へ
の
就
学
相

談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
　
視
覚
障
害
教
育
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー（
担
当
　
浅
川
・
佐
田
）

☎
０
５
５（
２
２
６
）３
３
６
１

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
甲
府
支
店
で
は
、
国

の
教
育
ロ
ー
ン
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
高
校
、
大
学
、
短
大
、
専
修
・

各
種
学
校
な
ど
に
入
学
、
在
学
す
る
お
子

さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
と
、
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
に

国
が
設
け
た
融
資
制
度
で
す
。

■
対
象
者

融
資
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学
・
在
学

す
る
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
保
護

者
※
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
２
０
０
万
円

以
内

■
利
率

　
年
２
・
65
％（
平
成
20
年
９
月
10
日
現
在
）

■
返
済
期
間
　
10
年
以
内

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０（
０
０
８
）６
５
６

　
株
券
電
子
化
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
１

月
の
実
施
を
目
標
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
準
備
は
お
済
み
で

す
か
。

○
株
券
は
本
人
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
か

○
証
券
会
社
を
通
じ
て
、
「
証
券
保
管
振
替

機
構（
ほ
ふ
り
）」
へ
株
券
を
預
託
し
て
い

ま
す
か

　
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急
に

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
日
本
証
券
業
協
会
　
証
券
決
済
制
度
改
革

推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
３（
３
６
６
７
）４
５
０
０

・
関
東
財
務
事
務
所
甲
府
財
務
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
５
３
）２
２
６
３

　
農
林
漁
業
金
融
公
庫
は
、
国
民
生
活
金
融

公
庫
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
な
ど
と
統
合
し
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
な
り
ま
し
た
。

　
認
定
農
業
者
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
」
の
平

成
21
年
度
ま
で
の
融
資
は
、
国
の
利
子
助
成

が
拡
充
さ
れ
、
資
金
使
途
や
借
入
金
額
に
よ

っ
て
、
実
質
無
利
子
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　
ま
た
、
認
定
農
業
者
以
外
の
農
家
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
資
金
も
ご
案
内
し
て

い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　（
毎
週
木
曜
日
　
午
後
３
時
〜
５
時
）

■
問
合
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
甲
府
支
店

農
林
水
産
事
業

☎
０
１
２
０（
９
２
６
）４
８
２

　我が国の工業実態を明らかにし、工業に関する基礎資料を得るために、平成20年12月31日を基準日と

して工業統計調査が実施されます。12月下旬から知事から任命された調査員が、調査対象の事業所にお伺

いしますので、調査にご協力をお願いします。

　なお、調査票に記入された内容については、秘密が厳守されますので、正確にご記入ください。

※今回は３人以下の事業所も調査対象になる「全数調査年」にあたります。

■問合せ先
市経営政策部　経営企画課　経営政策担当　☎０５５（２６２）４１１１
山梨県　企画部　統計調査課　商工業担当　☎０５５（２２３）１３４３

　近年、ペットは家族の一員とされ、心の安らぎをもたらす
重要な存在になっています。
　しかし、その一方で、飼い主のマナーが悪いため、犬の放
し飼い、散歩中の排泄物の処理、鳴き声、猫の屋外飼養など、
周囲にさまざまな迷惑を与え多数の苦情が市役所に寄せられ
ています。
　そこで、市で飼い主のマナーを改善できるアイデアを市民
の皆さんから募集したところ、次のようなアイデアが寄せら
れました。

①市役所に寄せられている犬のマナーについての具体的な苦情内容を、広報で掲載して市民に
呼びかける。また、回覧版で啓発や模範飼養者の紹介などを行う。

②各地域でのマナー講習会の開催(しつけ方教室など）
③排泄物の被害多発地域で、その片付けを呼びかけるのぼり旗の設置
④遊休農地を活用したドッグランを設置し、飼い主同士の情報交換の場を提供
⑤犬の放し飼いについて注意を呼びかける配布物を作成
⑥小学生に動物のマナーについての標語を募集。その標語の啓発看板やパネルを作成し、犬の

散歩コースに設置する。
⑦ごみ減量課内で犬・猫の担当をするのではなく、特定外来動物も増えているため動物共生課

など別の課を設置
⑧観光客が訪れる笛吹市として、環境美化についてさらに力を入れる必要がある。犬の排泄物

放置が多いので、ボランティアキャンペーンを開催してしつけ指導や排泄物の除去など行う。
⑨犬を飼い始めた市民を対象に、年２回パピー教室（犬同伴で、

飼い始めの小犬のころから適正飼養のアドバイスをする教室）
を開催

⑩関係各所（図書館、市役所、警察署など）に犬猫の相談受付や
相談箱を設置し、市役所・動物愛護推進員・保健所の協力の下、
定期的に回答を掲示する。

⑪排泄物の放置などが多い散歩コースでのパトロール実施（市役
所、保健所、動物愛護推進員、ボランティアでローテーション)

⑫「ふんは持ち帰りましょう」看板をこまめに設置
⑬小中学校の先生に児童・生徒への啓発を依頼する。

市では、これらのアイデアを今後の施策として検討し、実施する予定です。

■問合せ先　市民環境部　ごみ減量課　環境担当　☎０５５(２６１)２０４４



　
平
成
21
・
22
年
度
に
市
が
行
う
競
争
入
札

に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
（
個
人
事
業
者
・
法
人
事
業
者
な
ど

の
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
登
録
申
請
区
分

①
建
設
工
事

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

③
物
品
・
役
務

　
複
数
の
区
分
に
登
録
を
希
望
す
る
場

合
は
、
各
区
分
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
基
準
日
・
登
録
有
効
期
間

○
申
請
基
準
日

　
平
成
21
年
１
月
１
日（
木
）

○
登
録
有
効
期
間

平
成
21
年
４
月
１
日（
水
）〜

平
成
23
年
３
月
31
日（
木
）

■
申
請
方
法

　
持
参
の
み（
郵
送
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

■
申
請
受
付
期
間

平
成
21
年
１
月
５
日（
月
）〜
２
月
９
日（
月
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
12
時
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
受
付
場
所

　
総
務
部
　
管
財
課

※
次
に
該
当
す
る
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

①
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４
第

１
項
に
該
当
す
る
者

②
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４
第

２
項
各
号
に
該
当
し
、
そ
の
事
実
が
あ

っ
た
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

③
②
に
該
当
す
る
者
を
代
理
人
、
支
配
人
そ

の
他
の
使
用
人
ま
た
は
代
理
人
と
し
て

使
用
す
る
者

④
引
き
続
き
２
年
以
上
登
録
申
請
区
分
に
お

い
て
営
業
に
従
事
し
て
い
な
い
者

⑤
国
税
お
よ
び
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

⑥
営
業
に
関
し
法
令
の
定
め
に
よ
る
免
許
、

許
可
、
登
録
お
よ
び
認
可
等
を
要
す
る

場
合
に
、
当
該
免
許
、
許
可
、
登
録
お

よ
び
認
可
等
を
受
け
て
い
な
い
者

⑦
登
録
申
請
区
分
「
建
設
工
事
」
に
つ
い
て

・
建
設
業
法
第
３
条
に
規
定
す
る
許
可
を
受

け
て
い
な
い
者

・
建
設
業
法
第
27
条
の
23
の
規
定
に
よ
る
経

営
事
項
審
査
を
受
け
て
い
な
い
者
ま
た

は
平
成
20
年
４
月
１
日
付
け
で
改
正
さ

れ
た
基
準
に
よ
る
経
営
事
項
審
査
（
再

審
査
を
含
む
）
を
受
け
て
い
な
い
者

・
登
録
申
請
を
す
る
建
設
工
事
の
種
類
の
「
経

営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
総
合
評
定

値
通
知
書
」
に
記
載
の
完
成
工
事
高
の

２
年
平
均
ま
た
は
３
年
平
均
の
数
字
が

０
ま
た
は
空
欄
の
者

■
注
意
事
項

①
市
内
の
支
社
・
支
店
な
ど
に
、
市
と
の
入

札
・
契
約
等
に
つ
い
て
権
限
を
委
任
す

る
場
合
は
、
そ
の
営
業
所
等
の
商
業
登

記
を
証
明
す
る
登
記
簿
謄
本
の
写
し
、

所
在
証
明
書
の
ほ
か
、
建
設
工
事
や
測

量
業
務
の
場
合
は
、
営
業
所
の
専
任
技

術
者
配
置
を
証
明
す
る
「
専
任
技
術
者

証
明
書
（
要
受
付
印
）
」
な
ど
の
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
規
程

に
基
づ
く
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
登

録
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
納
税
証
明
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
市
内
・
外
を
問
わ
ず
、
平
成
18
・
19
・
20

年
度
の
直
近
ま
で
の
納
税
証
明
書
が
必

要
で
す
。
未
納
（
納
期
限
未
到
来
の
も

の
を
除
く
）
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
入

札
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

○
必
要
な
納
税
証
明
書
の
種
類

【
法
人
の
場
合
】

国
税
（
そ
の
３
の
３
）、
都
道
府
県
民
税
、

法
人
都
・
市
・
町
・
村
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税

【
個
人
の
場
合
】

国
税
（
そ
の
３
の
２
）、
都
道
府
県
民
税
、

個
人
都
・
市
・
町
・
村
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
・

料
※
納
税
証
明
書
の
日
付
は
、
平
成
20
年
11
月

１
日
以
降
の
も
の
が
有
効
で
す
。

※
笛
吹
市
の
納
税
証
明
は
、
所
定
の
様
式
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
管
財
課
　
契
約
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　12月10日は「人権デー（Ｈｕｍａｎ　Ｒｉｇｈｔｓ　Ｄａｙ）」です。
　法務省と全国人権擁護委員連合会では、今年も12月4日から10日までの1週間を「第60回人権週間」と定め、
皆さんに人権思想の普及高揚を呼びかけています。お互いの人権を尊重して明るい社会をつくりましょう。

■人権週間の強調事項
○女性の人権を守ろう　○子どもの人権を守ろう　○高齢者を大切にする心を育てよう
○障害のある人の完全参加と平等を実現しよう　など

　人権問題でお困りの方は、気軽に最寄りの人権擁護委員か法務局にご相談ください。相談は無料、秘密
厳守で、特に手続きなどは必要ありません。

■問合せ先　子どもの人権１１０番　　　☎０１２０(００７)１１０
　　　　　女性の人権ホットライン　　☎０５７０(０７０)８１０
　　　　　甲府地方法務局人権擁護課　☎０５５(２５２)７２３９

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

市道石和256号線測量設計調査業務委託� 石和町唐柏� 11,600,000� 8,300,000�� 平成20年9月18日

区画道路2号線（2工区）照明灯工事� 石和町松本� 5,700,000� 5,480,000� （有）エルテック� 〃

13街区仮設道路工事� 石和町松本� 4,350,000� 4,200,000� （有）荻野土建� 〃

舗装本復旧工事第2工区（八代）� 八代町北� 6,900,000� 6,658,000� 塩山鋪装（株）� 〃

舗装本復旧工事第6工区（境川）� 境川町石橋・三椚� 7,550,000� 7,300,000�� 〃

舗装本復旧工事第12工区（石和）� 石和町井戸� 8,000,000� 7,760,000� （株）日昇建設� 〃

舗装本復旧工事第4工区（八代）� 八代町岡・高家� 16,800,000� 16,180,000� 中央舗道建設（有）� 〃

一宮町配水管布設工事第6工区(東原）� 一宮町東原� 2,550,000� 2,450,000� 協和住建（株）� 〃

一宮町配水管布設工事第5工区（下矢作）� 一宮町下矢作� 4,370,000� 4,210,000� （有）石倉興業� 〃

下水道関連配水管布設替工事（石和2工区）� 石和町東油川� 5,500,000� 5,300,000� （有）ツチヤ設備� 〃

末木水路改修工事� 一宮町末木� 4,000,000� 3,880,000� （有）桃李� 〃

桑戸北水路改修工事� 春日居町桑戸� 7,200,000� 7,000,000� （株）佐野緑化土木� 〃

下水道管渠布設工事第24工区（御坂）� 御坂町八千蔵� 16,500,000� 15,900,000� （株）古屋工業� 〃

下水道管渠布設工事第23工区（御坂）� 御坂町八千蔵� 16,800,000� 16,100,000� （株）地場工務店� 〃

下水道管渠布設工事第25工区（御坂）� 御坂町蕎麦塚� 27,300,000� 26,500,000� （株）飯塚工業� 〃

下水道管渠布設工事第21工区（石和）� 石和町東油川� 28,000,000� 26,700,000� （株）芦沢組土木� 〃

西田川改修工事� 一宮町下矢作、金田� 64,500,000� 60,000,000� （株）中村工務店� 平成20年9月18日※

補助関連配水管布設工事（春日居3工区）� 春日居町下岩下、熊野堂�13,000,000� 12,480,000� （有）浅川住宅設備� 〃

補助関連配水管布設工事（春日居2工区）� 春日居町下岩下� 26,000,000� 24,700,000� （有）佐野工業所� 〃

下水道管渠布設工事第9工区(一宮)� 一宮町石� 28,500,000� 26,750,000� 風間建設（株）� 〃

下水道管渠布設工事第16工区(一宮)� 一宮町田中� 6,100,000� 5,900,000� （株）佐野緑化土木� 平成20年9月25日

下水道管渠布設工事第11工区(一宮)� 一宮町土塚� 23,600,000� 22,630,000� 友愛工業（株）� 〃

下水道関連配水管布設替工事第2工区（一宮）� 一宮町神沢� 5,400,000� 5,280,000� 協和住建（株）� 平成20年9月25日※

市道石和530号線測量設計調査業務委託� 石和町市部� 5,000,000� 3,500,000� （株）浅川工営峡東支店� 平成20年10月2日

舗装本復旧工事第15工区（石和）� 石和町窪中島� 6,700,000� 6,490,000� （株）日昇建設� 〃

下水道関連配水管布設替工事第2006工区（八代）� 八代町� 1,420,000� 1,380,000� （有）椚設備� 〃

下水道関連配水管布設替工事第204工区（八代）� 八代町� 1,820,000� 1,770,000� 石原設備� 〃

下水道関連配水管布設替工事第1工区(一宮）� 一宮町土塚� 1,910,000� 1,870,000� （有）浅川住宅設備� 〃

石和町地内水路改修工事（2）� 石和町川中島・下平井� 1,830,000� 1,800,000� （株）小越建設� 〃

下水道管渠布設工事第13工区(一宮)�� 一宮町坪井・田中・本都塚�3,300,000� 3,250,000� （有）笛南興業� 〃

桑戸中水路改修工事� 春日居町桑戸� 3,780,000� 3,650,000� （有）荻野土建� 〃

農道農業用排水路緊急補修業務委託（７工区）� 春日居町・一宮町� 5,560,000� 5,300,000� （有）桃李� 〃

下水道管渠布設工事第15工区(一宮)�� 一宮町金田� 12,800,000� 12,400,000� 武藤工業（株）� 〃

下水道管渠布設工事第5工区（八代）� 八代町岡� 13,400,000� 13,000,000� 望月建設工業（株）� 〃

下水道管渠布設工事第6工区（八代）� 八代町竹居� 15,800,000� 15,290,000� （株）上組� 〃

下水道管渠布設工事第12工区(境川)� 境川町大窪� 22,000,000� 21,300,000� （株）中村工務店� 〃

笛吹市役所南館太陽光発電装置設置工事� 石和町市部� 38,000,000� 35,500,000� （株）小山電気� 平成20年10月2日※

下水道管渠布設工事第26工区（御坂）� 御坂町井之上� 37,500,000� 36,500,000� （株）飯塚工業� 〃

下水道管渠布設工事第27工区(石和）� 石和町東油川� 32,500,000� 31,150,000� （株）筒井建設� 〃

一宮町配水管布設工事第7工区（田中）� 一宮町田中� 6,500,000� 6,270,000� （有）桃李� 〃

下水道関連配水管布設替工事第4工区（一宮）� 一宮町金田� 6,950,000� 6,740,000� （株）佐野緑化土木� 〃

住民基本台帳カード購入� 笛吹市役所�戸籍住民課� 1,000� 965� （株）ワイ・シー・シー� 平成20年10月9日

救急車積載資器材購入� 消防署� 5,700,000� 5,100,000� マコト医科精機（株）� 〃

御坂竹居水路測量設計委託業務� 御坂町竹居� 3,400,000� 2,340,000� （株）浅川工営峡東支店� 〃

消防団御坂分団第19部拠点施設新築工事� 御坂町上黒駒� 15,680,000� 13,790,000� （株）古屋工業� 〃

下水道管渠布設工事第20工区（石和）� 石和町河内� 28,000,000� 26,000,000� （有）松山興業� 〃

今井川水路改修に伴う配水管布設替工事� 石和町河内� 8,800,000� 8,420,000� 石原設備� 平成20年10月9日※

下水道関連蕎麦塚地内配水管本設工事(2工区)� 御坂町蕎麦塚� 12,800,000� 12,300,000� （有）椚設備� 〃

下水道関連配水管布設替工事（石和4工区）� 石和町河内� 18,000,000� 17,100,000� （有）中村設備� 〃

下水道関連蕎麦塚地内配水管仮設・本設工事(１工区)�御坂町蕎麦塚� 21,000,000� 20,000,000� （有）タナカ設備� 〃

舗装本復旧工事第13工区（石和）� 石和町小石和・河内� 5,700,000� 5,470,000� 中央舗道建設（有）� 平成20年10月16日

市部地内給水管布設替工事� 石和町市部� 2,000,000� 1,960,000� （有）宮下設備� 〃

（株）大成エンジニアリング
　　笛吹営業所

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション
　　山梨統括事業所



���広報ふえふき��2008.12�No.5125 24���広報ふえふき��2008.12�No.51���

　
笛
吹
市
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
主
催
に

よ
る
献
血
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　
12
月
４
日（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所

　
笛
吹
市
商
工
会
本
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
の

新
年
の
業
務
開
始
は
、
都
合
に
よ
り
平
成
21

年
１
月
６
日（
火
）か
ら
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）６
０
６
６

（
財
）北
野
生
涯
教
育
振
興
会

理
事
長
　
北
野
重
子
様（
東
京
都
目
黒
区
）

【
彫
刻（
人
物
像
）・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト（
４
体
）】

（
株
）マ
イ
カ
ル
石
和
サ
テ
ィ

石
和
店
長
　
山
本
冨
士
男
様（
石
和
町
）

【
ぞ
う
き
ん
・
タ
オ
ル
】

介
護
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
様（
石
和
町
）

【
生
徒
用
机
・
い
す（
50
組
）】

　12月１日から31日まで、年末交通事故防止県民運動が実施されます。
　年末は、交通量増加により道路が混雑することに加え、心理的な慌ただしさや飲酒の機会も多くなるため、交
通事故や交通違反の多発が心配されます。
　交通安全意識の高揚を図り、安全で快適な環境づくりのために、市民一人ひとりがこの運動に積極的に参加し
て、交通事故の防止を図りましょう。

運動の重点目標
①飲酒運転の根絶と悪質・危険な運転の追放
②高齢者と子どもの交通事故防止
③すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
④自転車の安全利用の推進
⑤早めのライト点灯の徹底と反射材使用の推進

市道春日居3-338号線改良工事� 春日居町下岩下� 4,400,000� 4,250,000� （有）笛南興業� 平成20年10月16日

市道一宮1－5号線側溝改修工事� 一宮町神沢� 5,650,000� 5,480,000� （有）桃李� 〃

東新居水路改修工事� 一宮町東新居� 5,760,000� 5,550,000� （有）天野組� 〃

市道一宮1－12号線道路改良工事� 一宮町狐新居� 10,000,000� 9,750,000� （株）日工建設� 〃

下水道管渠布設工事第28工区（御坂）� 御坂町金川原� 20,560,000� 19,950,000� （株）地場工務店� 〃

下野原水路改修工事（2工区）� 御坂町下野原� 22,000,000� 21,000,000� （株）飯塚工業� 〃

一宮町配水管布設工事第8工区（国分）� 一宮町国分� 5,200,000� 5,000,000� （有）松山興業� 平成20年10月16日※

笛吹市御坂町井之上地内水道管布設工事� 御坂町井之上� 12,500,000� 11,900,000� 古屋設備� 〃

区画道路2号線(4工区)電線共同溝工事� 石和町松本� 22,000,000� 20,900,000� （株）栗田工業� 〃

市道八代53号線改良工事� 八代町竹居� 29,000,000� 27,400,000� 矢崎興業（株）� 〃

下水道管渠布設工事第19工区（御坂）� 御坂町二之宮� 1,770,000� ‐　　�� 　　不調� 平成20年10月23日

八代町増利地区耐震性貯水槽設置工事� 八代町増利� 5,170,000� ‐　　�� 　　不調� 〃

市営住宅火災警報器設置工事� 石和町中川ほか� 3,400,000� 3,168,000� （株）真栄電気� 〃

舗装本復旧工事第14工区（石和）� 石和町井戸� 5,000,000� 4,850,000� （株）日昇建設� 〃

下水道関連配水管布設替工事第2002工区� 八代町竹居� 1,860,000� 1,820,000� （有）石倉興業� 〃

下黒駒水路改修工事� 御坂町下黒駒� 5,200,000� 5,020,000� （有）天野組� 〃

御坂町二之宮地区耐震性貯水槽設置工事� 御坂町二之宮� 6,750,000� 6,650,000� （株）日工建設� 〃

春日居町鎮目地区耐震性貯水槽設置工事� 春日居町鎮目� 7,700,000� 7,580,000� 武藤工業（株）� 〃

石和町市部地区耐震性貯水槽設置工事� 石和町市部� 7,800,000� 7,600,000� （有）若杉工務所� 〃

市道御坂11号線改良工事� 御坂町上黒駒� 16,200,000� 15,500,000� （株）飯塚工業� 〃

下水道管渠布設工事第7工区（八代）� 八代町竹居� 16,500,000� 16,000,000� 矢崎興業（株）� 〃

下水道関連御坂町八千蔵地内配水管仮設・本設工事(2工区)� 御坂町八千蔵� 11,000,000� 10,600,000� （有）椚設備� 平成20年10月23日※

下水道関連御坂町八千蔵地内配水管仮設・本設工事(1工区)� 御坂町八千蔵� 12,000,000� 11,400,000� （有）佐野工業所� 〃

一宮町配水管布設工事第9工区（新巻・塩田）� 一宮町新巻・塩田� 12,500,000� 12,100,000� （有）桃李� 〃

　
縄
文
土
器
を
代
表
す
る
火
炎
土
器
（
新

潟
県
）
や
水
煙
文
土
器
な
ど
41
点
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
力
強
さ
と
美
し
さ
を
併
せ

持
つ
縄
文
土
器
。
模
様
に
宿
る
パ
ワ
ー
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
当
博
物
館
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
釈
迦
堂
大
好
き
！�

土
偶
や
土
器
の
大

フ
ァ
ン
！
」
と
い
う
方
や
、
「
釈
迦
堂
か

ら
見
る
景
色
が
い
い
！
」
と
い
う
方
も
、

ぜ
ひ
ご
入
会
い
た
だ
き
、
当
博
物
館
を
お

気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
会
員
特
典

○
会
員
証
提
示
で
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
何
度
で
も
入
館
可
能
で
す
。

○
当
館
の
四
季
折
々
の
魅
力
や
展
示
・

　
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
一
般
に
先
行
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
星

を
見
る
会
・
講
座
な
ど
の
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

■
会
員
期
限

　
１
年(

入
会
し
た
年
度
末（
３
月
末
）ま
で)

※
本
年
度
中
に
入
会
し
た
方
の
会
員
期
限

は
、
２
０
０
９
年
度
末
ま
で
で
す
。

■
会
費
　
１
０
０
０
円（
一
年
度
）

■
入
会
方
法
　

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

方
）
な
ど
を
記
入
し
て
、
当
館
受
付
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
費
納
入
後
、
会
員
証
を
お
送
り
し

ま
す
。
ご
来
館
時
に
必
ず
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

12
月
27
日（
土
）〜
平
成
21
年
１
月
１
日（
木
）、

１
月
５
日（
月
）〜
７
日（
水
）

※
１
月
２
日
（
金
）
か
ら
４
日
（
日
）
は
特
別

開
館
し
ま
す
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
通
常
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の

翌
日（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
ご
来
館
の
際
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物

館
利
用
券
（
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー

ト
）
を
お
持
ち
の
小
学
生
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
同
伴
の
方
も

無
料
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　市教育委員会では、９月６日、釈迦堂遺跡博物館で第３回ふえふき元気キッズ教室「きらり！

こはくで勾玉（まがたま）作り教室」を開催しました。

　この教室には親子９組１８人が参加し、釈迦堂遺跡博物館の協力の下、学芸員秋山圭子先生の

指導で勾玉作りを行いました。古代日本の装身具の一つである勾玉は、「魔を避け、幸運を授かる

もの」と言われています。

　参加した子どもたちは、保護者と一緒に力を合わせ、コハク（木の樹脂が化石になったもの）

を使って自分だけの勾玉を作ったり、縄文人の生活習慣や知恵を学んだりしました。

　勾玉の完成までは、約２時間かけてひたすら削ったり、磨いたりと大変でしたが、出来上がっ

た勾玉のネックレスの輝きに、子どもたちも保護

者も満足な様子でした。

　保護者からは、「親子で一緒に作業ができて良

かった。物を作ることの大切さを子どもに実感さ

せていただいて、ありがとうございました」との

感想も寄せられました。

　これからも、今回の教室のように、昔と現在を

比較して学べる教室を実施していきたいと思います。

■問合せ先　市教育委員会　生涯学習課

　　　　　　青少年育成コーディネーター

　　　　　　☎０５５（２６１）３３３９
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■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　年末年始（12月29日

～ 1月4日）の可燃ごみ

の収集は、左記の日程で

収集します。この期間

中の収集は、可燃ごみの

みです。通常収集は1月

5日からです。

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
家
電
の
特
別
収
集

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　
○
12
月
6
日（
土
）

　
　
午
前
8
時
〜
11
時

　
　
市
役
所
本
庁
舎
北
側
駐
車
場

　
○
12
月
7
日（
日
）

　
　
午
前
8
時
〜
11
時

　
　
八
代
支
所
駐
車
場

■
対
象
品
目

　
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
）、

　
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機

　
※
業
務
用
家
電
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
料
金（
有
料
）

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
品
目
と
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
異
な

　
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
料
金（
例
）

　
エ
ア
コ
ン
　
　
　
　
3
1
5
0
円

　
テ
レ
ビ
　
　
　
　
　
2
8
3
5
円

　
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
　
5
8
6
9
円

　
洗
濯
機
　
　
　
　
　
3
4
4
4
円

　
詳
し
い
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
に
つ
い
て
は
…

　
家
電
製
品
協
会
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
1
2
0（
3
1
9
）
6
4
0

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
:/

/
w

w
w

.rk
c
.a

e
h

a
.o

r.jp
/

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
ご
み
減
量
課
　
環
境
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
０
４
４

石和町

12月29日（月） 12月30日（火） 12月31日（水）～
　��1月4日（日）

一宮町

御坂町

八代町

境川町

春日居町

芦川町

日の出・向田・中川・
下平井・上平井・長
塚・東町・西町・仲
町・川中島・荒屋

駅前・山崎・山岸・
松本・八田・恵比
寿・河内・砂原・今
井・井戸・東油川・
東高橋・小石和・
窪中島・四日市場・
広瀬・唐柏

収集はありません

収集はありません

収集はありません

全地区収集します

全地区収集します

初めてブドウ狩りを体験

ごみを拾って歩道をきれいに

カルメンの華麗な踊り

　
10
月
５
日
、
笛
吹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
が
、
石
和
温

泉
駅
と
甲
府
バ
イ
パ
ス
間
の
歩
道
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
活
動
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
統
一
奉
仕
デ
ー
の

一
環
と
し
て
、
地
球
環
境
の
保
全
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　
活
動
に
参
加
し
た
会
員
は
、
「
自
動
車
で
通
る
と
き
は
、

ご
み
が
落
ち
て
い
る
よ
う
に
感
じ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
意
外

と
ご
み
が
多
か
っ
た
」
、
「
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の
ぽ
い
捨

て
が
多
い
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駅
の
利
用
客
や
歩
行
者
な
ど
に
環
境
保
全
を
呼
び

か
け
る
た
め
、
会
員
が
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
と
花
の
種
を

配
布
し
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
、
笛
吹
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
館
山
市
の
市
立

那
古
小
学
校
の
６
年
生
38
人
が
、
修
学
旅
行
で
笛
吹
市
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
最
初
に
石
和
北
小
学
校
を
訪
れ
、
同
校
の
児
童

と
交
流
会
を
行
っ
た
後
、
市
内
の
ブ
ド
ウ
農
家
の
果
樹
園
で

ブ
ド
ウ
狩
り
を
体
験
。
果
樹
園
の
オ
ー
ナ
ー
な
ど
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
大
き
く
て
お
い
し
そ
う
な
房
を
選
ん
で
収
穫

し
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
子
ど
も
た
ち
は
市
役
所
を
訪
れ
た
り
、
笛
吹
市

の
観
光
や
農
業
、
歴
史
文
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決
め
た
テ

ー
マ
別
に
分
か
れ
て
、
石
和
町
内
な
ど
を
探
索
し
た
り
し
ま

し
た
。

　
10
月
４
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
宝
く
じ
文
化
公
演
オ

ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
公
演
は
、
多
く
の
人
に
オ
ペ
ラ
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
物
語
の
場
面
を
厳
選
し
て
上
演
。
来
場
者
は
、
二

期
会
と
藤
原
歌
劇
団
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
本
場
の
オ
ペ

ラ
を
堪
能
（
た
ん
の
う
）
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
石

和
町
出
身
の

山
下
浩
司
さ

ん
も
隊
長
ス

ニ
ガ
役
と
し

て
登
場
し
、

会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
、

「
素
晴
ら
し

い
公
演
で
感

激
し
ま
し
た
」

と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し

た
。
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負傷者を背負って搬送する訓練

素
晴
ら
し
い
感
想
文
を
書
い
た
入
賞
者

の
皆
さ
ん

横
澤
香
奈（
中
道
北
小
６
年
）

末
木
秀
実（
富
士
見
小
６
年
）

山
本
葉
月（
八
代
小
６
年
）

橘
田
怜
佳（
境
川
小
６
年
）

荻
野
和
桜（
石
和
西
小
５
年
）

石
原
和
弥（
中
道
南
小
６
年
）

鬼
丸
　
楓（
石
和
西
小
６
年
）

角
田
貫
太（
富
士
見
小
５
年
）

三
井
奨
平（
一
宮
南
小
６
年
）

小
池
陽
士（
石
和
北
小
６
年
）

岩
城
晶
子（
石
和
北
小
６
年
）

片
桐
　
佳（
富
士
見
小
６
年
）

上
田
諒
弥（
富
士
見
小
６
年
）

中
村
桃
子（
一
宮
西
小
６
年
）

杉
原
佑
太
朗（
春
日
居
小
５
年
）

萩
原
理
沙（
富
士
見
小
６
年
）

色とりどりの菊を眺める児童たち

　
10
月
30
日
、
芦
川
町
の
黒
岳
に
お
い
て
山
岳
遭
難
救
助
合

同
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
近
年
、
登
山
ブ
ー
ム
に
よ
り
高
齢
者
の
登
山
が

増
加
し
、
秋
・
冬
山
登
山
シ
ー
ズ
ン
に
遭
難
事
故
な
ど
の
発

生
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
消
防
署
と
笛
吹
警
察
署
が

合
同
で
救
助
訓
練
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
関
係
者
た
ち
が
実
際
に
黒
岳
の
山
頂
ま
で
登
り
、

山
岳
遭
難
や
災
害
被
害
を
想
定
し
て
、
負
傷
者
の
手
当
て
や

搬
送
を
す
る
訓
練
、
無
線
通
話
の
訓
練
、
ま
た
、
山
の
危
険

な
場
所
の
調
査
や
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
31
日
、
市
内
ホ
テ
ル
で
、
石
和
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
こ
に
こ
文
庫
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
石
和
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
地
域

の
小
学
校
に
寄
贈
し
た
に
こ
に
こ
文
庫
を
も
と
に
読
書
感
想

文
を
募
集
し
た
も
の
で
す
。

　
５
回
目
に
な
る
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
昨
年
を
29
作

品
上
回
る
４
８
１
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
11
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
の
４
日
間
、
春
日
居
町
内
で
、

春
日
居
中
輪
菊
愛
好
会
の
主
催
に
よ
る
菊
の
散
歩
路
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
同
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
菊
を
観

賞
し
な
が
ら
、
町
内
を
散
策
し
て
歩
く
こ
の
催
し
に
は
、
市

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
散
策
コ
ー
ス
を
記
し
た
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
も
用
意
さ
れ
、
参

加
者
た
ち
は
、
メ
ン
バ
ー
宅
の
庭
先
に
立
て
ら
れ
た
の
ぼ
り

旗
を
目
印
に
散
策
し
、
菊
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
６
日
に
は
、
春
日
居
小
学
校
２
年
生
の
児
童

た
ち
が
、
生

活
科
「
ま
ち

た
ん
け
ん
」

の
一
環
と
し

て
メ
ン
バ
ー

宅
の
庭
先
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
菊
を
見
た

児
童
た
ち
は
、

「
菊
の
花
び

ら
の
色
が
か

わ
い
い
」
と

友
だ
ち
と
話

し
た
り
、
学

ん
だ
こ
と
を

熱
心
に
書
き

と
め
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

関係者による掘り起こし

子どもたちもこも巻きに参加

埋設場所には「二十五年後のみなさんへ」と書か
れた記念碑が

優勝旗を手にした御坂分団

　
10
月
18
日
、
八
代
町
の
稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森
で
、
森
林
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ケ
ヤ
キ
の
こ
も
巻
き
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
森
に
は
樹
齢
１
０
０
年
を
越
え
る
ケ
ヤ
キ
が
約
２
６

０
本
あ
り
、
こ
も
巻
き
は
、
そ
の
ケ
ヤ
キ
の
葉
を
食
べ
て
し

ま
う
虫
か
ら
ケ
ヤ
キ
を
守
る
た
め
に
、
こ
も
（
わ
ら
な
ど
で

織
っ
た
む
し
ろ
）
を
幹
に
巻
き
付
け
る
作
業
で
す
。

　
晴
天
の
下
、
森
の
さ
わ
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

参
加
者
は
互
い
に
協
力
し
て
、
ロ
ー
プ
を
使
い
こ
も
を
丁
寧

に
巻
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど

が
、
フ
ル
ー
ト
三
重
奏
に
よ
る
童
謡
の
「
ほ
た
る
」
や
ク
ラ

ッ
シ
ッ
ク
音
楽
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
10
月
18
日
、
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
山
梨
県
消
防
団
員

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
山
梨
県
下
各
支
部
の
代
表
８
チ
ー
ム
が
参

加
。
各
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
笛
吹
支
部
か
ら
も
笛
吹
市
消
防
団
御
坂
分
団
が
代
表
で
出

場
し
、
激
戦
の
末
、
見
事
に
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
、
御
坂
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
前
庭
で
、
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
掘
り
起
こ
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
は
、
昭
和
58
年
３
月

に
、
当
時
の
御
坂
町
の

町
制
執
行
25
周
年
を
記

念
し
て
埋
め
ら
れ
た
も

の
で
、
そ
の
25
年
後
に

掘
り
起
こ
す
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
当
時
の
関
係
者
が
参
加
し
て
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り

起
こ
し
、
つ
い
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
ふ
た
が
開
く
と
、
周

り
で
見
て
い
た
人
た
ち
か
ら
は
思
わ
ず
大
き
な
拍
手
が
。
中

に
は
当
時
の
資
料
や
写
真
、
ワ
イ
ン
、
小
中
学
生
の
寄
せ
書

き
や
作
文
、
卒

業
記
念
文
集
な

ど
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、

掘
り
起
こ
さ
れ

た
当
時
の
白
ワ

イ
ン
を
味
わ
っ

た
り
、
仲
間
同

士
で
写
真
を
眺

め
る
な
ど
、
25

年
前
に
思
い
を

は
せ
て
い
ま
し

た
。

優
秀
賞

最
優
秀
賞



■時間　午後１時から
■場所
　　スコレ－センター集会室　　
■内容
　　☆サンタのダンスショー
　　☆パネルシアター
　　☆クリスマスアレンジメント作り

■時間　午後１時から
■場所
　　スコレ－センター集会室　　
■内容
　　☆サンタのダンスショー
　　☆パネルシアター
　　☆クリスマスアレンジメント作り

■時間　午後１時30分から
■場所
　　八代図書館おはなしコーナー
■内容
　☆ブラックシアター
　☆クリスマスアレンジメント作り

■時間　午後１時30分から
■場所
　　八代図書館おはなしコーナー
■内容
　☆ブラックシアター
　☆クリスマスアレンジメント作り

■時間　午後２時から

■場所　学びの杜みさか視聴覚室

■内容　☆クリスマスシアター

　　　　☆大型紙芝居　☆大型絵本

　　　　☆工作など

■時間　午後２時から

■場所　学びの杜みさか視聴覚室

■内容　☆クリスマスシアター

　　　　☆大型紙芝居　☆大型絵本

　　　　☆工作など

■日時
　　12月13日（土）
　　午後２時から
■場所
　　境川図書室

■時間　午後２時から
■場所　境川図書室

■時間　午後２時から
■場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館
　　　　大ホール
■内容　☆クリスマスコンサート
　　　　☆クリスマスプレゼント
　　　　☆がまの油売り

　※大人の方も大歓迎です。

■時間　午後２時から
■場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館
　　　　大ホール
■内容　☆クリスマスコンサート
　　　　☆クリスマスプレゼント
　　　　☆がまの油売り

　※大人の方も大歓迎です。

■時間　午後２時から
■場所
　　春日居あぐり情報ステーション
　　ハイビジョンホール
■内容
　　☆おはなし会＆
　　　なんじゃもんじゃコンサート

■時間　午後２時から
■場所
　　春日居あぐり情報ステーション
　　ハイビジョンホール
■内容
　　☆おはなし会＆
　　　なんじゃもんじゃコンサート

○
石
和
図
書
館

１
日
（
月
）・
８
日
（
月
）・
15
日
（
月
）

22
日（
月
）・
29
日（
月
）〜
31
日（
水
）�

�
�

�

○
御
坂
図
書
館

３
日
（
水
）・
10
日
（
水
）・
17
日
（
水
）

22
日（
月
）【
シ
ス
テ
ム
点
検
】

24
日（
水
）・
28
日（
日
）〜
31
日（
水
）

○
一
宮
図
書
館

１
日
（
月
）・
８
日
（
月
）・
15
日
（
月
）

22
日
（
月
）・
23
日
（
火
）・
28
日
（
日
）

〜
31
日（
水
）�

○
八
代
図
書
館

１
日
（
月
）・
８
日
（
月
）・
15
日
（
月
）

22
日（
月
）【
シ
ス
テ
ム
点
検
】

23
日（
火
）・
28
日（
日
）〜
31
日（
水
）

○
境
川
図
書
室

　
７
日
（
日
）・
14
日
（
日
）・
21
日
（
日
）

　
〜
23
日（
火
）・
28
日（
日
）〜
31
日（
水
）

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

１
日（
月
）・
８
日（
月
）・
15
日（
月
）・

22
日
（
月
）・
24
日
（
水
）・
27
日
（
土
）

〜
31
日（
水
）

※
年
末
は
休
館
日
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
12
月
11
日（
木
）・
25
日（
木
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
12
月
４
日（
木
）・
18
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

12
月
６
日（
土
）・
13
日（
土
）・
20
日（
土
）

27
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

　●
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ（
大
人
対
象
）

　
12
月
２
日（
火
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分（
要
申
込
）

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
12
月
９
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
12
月
６
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
い
や
し
の
時
間
）

　
12
月
19
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
12
月
３
日（
水
）

　【
あ
ん
よ
】午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　
　（
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
）

　【
だ
っ
こ
】午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　
　（
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）　

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
12
月
13
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル�

〜
お
は
な
し
会
〜

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
小
物
作
り
」

12
月
７
日（
日
）・
14
日（
日
）・
21
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　

　
〜
お
母
さ
ん
に
な
り
た
い
あ
な
た
へ
〜

　
12
月
12
日（
金
）誤
飲
時
の
救
急
法

　
　
　
19
日（
金
）年
末
お
た
の
し
み
会

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
12
月
13
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

12
月
３
日
（
水
）・
10
日
（
水
）・
17
日
（
水
）・

24
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

12
月
13
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や�

も
も（
乳
幼
児
向
け)

12
月
２
日（
火
）�

・
16
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
12
月
13
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
新
年
は
、
御
坂
・
境
川
図
書
館
は
１

月
５
日
（
月
）
か
ら
、
石
和
・
一
宮
・

八
代
・
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
は

６
日（
火
）か
ら
開
館
し
ま
す
。



　市では、市議会の様子を皆さんにご覧いただくために、インターネット上で録画配信を
始めました。現在、9月に開かれた市議会定例会を録画配信しています。
　次のURL、または市ホームページ上のバナー（見出し画像）からご覧ください。
　URL��http://www.cityfuefuki.tv/gikai/gikai_top.html

生のジャズをお楽しみください

　大人気の地元ジャズバンドによるクリスマスコ
ンサートです。

■日時　12月13日（土）
　　　　開場��午後６時30分　開演��午後７時
■場所　スコレーセンター集会室
■曲目　朝日のようにさわやかに、ホワイトクリス
　　　　マス、シング・シング・シングほか
■入場料　無料

ただし、スコレーセンターで配布している入場
整理券が必要です。

■問合せ先
　スコレーセンター　☎�055（263）7959

山梨英和高等学校聖歌隊

　山梨英和高等学校聖歌隊によるハンドベルとコ
ーラスのクリスマスコンサートです。

■日時　12月20日（土）
　　　　開場��午後1時30分　開演��午後2時
■場所　スコレーセンター集会室
■曲目　くるみ割り人形、ホワイトクリスマスほか
■入場料　無料

ただし、スコレーセンターで配布している入場
整理券が必要です。

■問合せ先
　スコレーセンター　☎�055（263）7959

▼埋めてから25年、御坂町でタイムカプセル
が掘り起こされました。中からは、ワイン、
写真、寄せ書きなどがたくさん。会場に来て
いた女性は、「寄せ書きに「将来子どもに付
けたい名前」として女の子の名前を書きまし
た。実際は別の名前を付けたんですが、産ん
だのは女の子だったんですよ」とうれしそう
に話していました。また、ワインの味を試し

た人たちは、「昔の味そのまま」、「おいしい」
とご満悦でした。当時の人たちは、「この味
を未来に」と思ったのでしょうか。それとも、
「どんな味になるかな」と楽しみにしていた
のでしょうか。25年の時を越えたタイムカプ
セル。その中には、物だけでなく当時の人た
ちの思いもたくさん詰まっていたようです。（H）
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